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C O N T E N T S

前事務長の急逝で理事長に請われ、昨

年4月、専業主婦から組合職員に。

「実家が畳屋で組合員。理事長は小さ

い頃からよく存じていましたし、畳に

囲まれて育ったので、実家に帰ってき

たみたい」とすぐに溶け込んだ。

組合事業の大きな柱は、公営住宅の

畳替え。施工先の鍵の受け渡しや資材

を取りにくる組合員などで事務局には

人足が絶えない。

「明るく、ハキハキと応対することで、

気持ちよく事務所に足を運んで頂けれ

ば」としっかり役どころを心得る。

「なかなか時間がないので月に一冊く

らいかな」という読書は、“カラマーゾ

フの兄弟”を読み終わり、次は“源氏物

語”という古典ファンだ。

「“星の王子様”を読んで、本当に大切

なものは目に見えない、ということを改

めて感じました。読書から得るものは

大きですね」と目を輝かせ魅力を語る。

徳田みつ子さん

静岡室内装備畳協同組合
（静岡市葵区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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ま
た
組
合
は
、
毎
事
業
年
度
、
通
常
総
会
の

終
了
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
決
算
書
類
を
行

政
庁
に
堤
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
規
定
に
違
反
し
て
書
類
を
提
出
し
な

か
っ
た
り
、
虚
偽
の
書
類
を
提
出
し
た
と
き
は
、

組
合
の
役
員
は
、
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
の
で
注

意
が
必
要
だ
。

以
上
の
ほ
か
会
計
報
告
に
関
連
す
る
も
の
に
、

会
計
帳
簿
等
の
閲
覧
、
謄
写
権
及
び
検
査
の
請

求
権
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。

会
計
帳
簿
等
の
閲
覧
・
謄
写
権
と
は
、
組
合

員
は
、
総
組
合
員
の
一
〇
〇
分
の
三
以
上
の
同

意
を
得
れ
ば
理
事
に
対
し
、
会
計
の
帳
簿
及
び

書
類
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
場
合
に
理
事
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の

「
決
算
」
と
は
、
事
業
年
度
末
に
お
い
て
、
そ

の
期
間
中
の
経
営
成
績
を
計
算
し
、
そ
の
期
末

の
財
政
状
態
を
明
確
に
す
る
作
業
で
あ
る
。

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
以
下
、「
中
協
法
」）

で
は
、
組
合
運
営
の
結
果
を
示
す
事
業
報
告
書
、

財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び

剰
余
金
処
分
案
又
は
損
失
処
理
案
な
ど
の
決
算

関
係
書
類
は
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
上
で
理

事
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
理
事

は
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
た
こ
れ
ら
書
類

（
決
算
関
係
書
類
、
事
業
報
告
書
、
監
査
報
告
書
）

を
、
通
常
総
会
の
通
知
と
と
も
に
組
合
員
に
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。

特 集

に
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
。

一
方
、
検
査
の
請
求
権
は
、
組
合
員
は
総
組

合
員
の
一
〇
分
の
一
以
上
の
同
意
を
得
て
、
そ

の
組
合
の
業
務
や
会
計
が
法
令
、
定
款
、
規
約

に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

行
政
庁
に
そ
の
検
査
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
行
政
庁
は
そ
の
組
合
の
業
務
又
は
会
計
の

状
況
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
行
政
庁
は
、
組
合
の
業
務
若
し
く
は
会

計
が
、
法
令
若
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
疑
い

が
あ
り
、
又
は
組
合
の
運
営
が
著
し
く
不
当
で

あ
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
組

合
の
業
務
若
し
く
は
会
計
に
関
し
て
必
要
な
報

告
を
徴
し
、
又
は
組
合
の
業
務
若
し
く
は
会
計

の
状
況
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
決
算
書
類
や
そ
の
基
礎
と
な

る
会
計
処
理
に
つ
い
て
は
、
組
合
の
理
事
及
び

監
事
は
多
く
の
責
任
が
あ
る
と
と
も
に
、
組
合

員
だ
け
で
な
く
行
政
庁
も
重
大
な
関
心
を
も

ち
適
正
な
処
理
と
報
告
を
要
求
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
会
計
担
当
者
は
組
合
会
計

基
準
を
十
分
に
理
解
し
て
そ
れ
を
遵
守
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

な
お
決
算
関
係
書
類
は
、
中
小
企
業
等
協
同

組
合
法
施
行
規
則
（
以
下
、
中
協
法
規
則
」）
に

基
づ
い
て
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
様
式
は

定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
全
国
中
小
企
業
団

体
中
央
会
制
定
の
組
合
会
計
基
準
を
準
拠
す
る

こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

い
よ
い
よ
、
三
月
を
迎
え
た
。
本
会
会
員
の
八
割
以
上
が
決
算
を
迎
え

る
、
事
業
年
度
を
締
め
く
く
る
重
要
な
月
だ
。

そ
こ
で
特
集
で
は
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余

金
処
分
な
ど
決
算
書
類
の
作
成
を
中
心
に
組
合
が
押
さ
え
た
い
組
合
決
算

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

適
正
で
明
確
な
決
算
処
理
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
頂
き
た
い
。

決
算
報
告
制
度 組

合
決
算
の
ツ
ボ

こ
こ
に
着
目
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組合活性化情報

そ
の
様
式
は
、
組
合
会
計
基
準
を
参
考
と
し
、

組
合
の
実
状
に
応
じ
て
作
成
す
れ
ば
よ
い
が
、

作
成
上
次
の
点
に
注
意
す
る
。

①
科
目
は
貸
借
対
照
表
と
同
一
の
も
の
を
使
用

し
、
配
列
の
順
序
や
金
額
も
同
一
と
す
る
。

②
単
位
は
円
と
し
、
千
円
単
位
で
記
載
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

③
組
合
の
規
模
に
応
じ
て
一
定
金
額
以
上
の
大

口
債
権
、
債
務
に
つ
い
て
は
個
別
に
掲
記
し
、

そ
の
他
は
「
他
〇
口
」
と
し
て
表
示
す
る
。

会
社
法
で
は
、
会
社
の
決
算
書
類
と
し
て
財

産
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
組
合
法
で
は
、
決
算
書
類
と
し
て
財

産
目
録
が
法
定
さ
れ
て
お
り
（
中
協
法
第
四
〇

条
）、
そ
の
作
成
は
省
略
で
き
な
い
。

財
産
目
録
は
、
全
て
の
資
産
及
び
負
債
の
内

容
を
詳
細
に
表
示
説
明
し
た
も
の
な
の
で
、
貸

借
対
照
表
の
よ
う
に
単
に
科
目
と
金
額
と
を
記

載
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

④
貸
倒
引
当
金
は
、
個
々
の
主
た
る
勘
定
ご
と

に
控
除
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

財
産
目
録
の
各
科
目
の
内
容
に
付
す
価
額
は
、

財
産
と
い
う
以
上
、
貸
借
対
照
表
上
の
帳
簿
価

額
で
は
な
く
、
組
合
員
の
持
分
計
算
の
基
礎
と

な
る
「
時
価
」
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も

あ
る
。
し
か
し
、
現
在
、
作
成
さ
れ
て
い
る
財

産
目
録
は
、
貸
借
対
照
表
上
の
帳
簿
価
額
を
移

記
し
、
正
味
財
産
額
を
貸
借
対
照
表
の
自
己
資

本
額
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。

た
だ
し
、
組
合
会
計
基
準
で
は
財
産
目
録
の

脚
注
に
組
合
正
味
財
産
の
価
額
を
表
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

貸
借
対
照
表
は
、
一
定
の
日
時
に
お
け
る
組

合
の
財
政
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
資
産
、
負
債
、

純
資
産
の
対
照
表
で
あ
る
。

貸
借
対
照
表
に
記
載
さ
れ
る
資
産
の
価
額
は
、

原
則
と
し
て
当
該
資
産
の
処
分
価
額
で
は
な
く
、

取
得
価
額
で
あ
る
。

貸
借
対
照
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業

会
計
原
則
に
準
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

組
合
会
計
に
お
け
る
剰
余
金
の
配
当
、
持
分
の

計
算
、
加
入
金
、
事
業
別
会
計
等
、
特
殊
な
会

計
が
必
要
と
な
る
か
ら
、
注
意
が
必
要
だ
。

ま
た
、
二
年
前
の
中
協
法
規
則
改
正
に
よ
り
、

貸
借
対
照
表
の
表
示
等
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、こ
の
規
定
を
踏
ま
え
て
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
（
図
表
②

貸
借
対
照
表

様
式

例
参
照
）。

財
産
目
録

貸
借
対
照
表

ここに着目組合決算のツボ

図表①　決算から通常総会開催までのフロー図

・「決算関係書類（財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余
金処分案（損失処理案）」及び「事業報告書」の作成

・「決算関係書類」「事業報告書」（業務監査を行う場合）につい
て監事の監査を受けなければならない。
・監事は受領した「決算関係書類」「事業報告書」について、監
査方法、内容等を記した監査報告書を作成し、理事に対し受
領の日から原則４週間を経過した日に監査報告の内容を通知。

*監査期限は予め４週間を下回る期間を設定することは不可。ただし、結
果的に４週間を下回る日に、監事が理事に監査報告を通知すればその時
点で監査を受けたことになる。

・理事長は理事会の１週間前までに各理事（業務監査権限持つ
監事含む）に対し理事会招集の通知を発しなければならない。

*理事全員の同意（業務監査権限持つ監事含む）があれば招集手続き省略可
*定款で定めれば１週間を下回る期間短縮も可

通常総会の開催や議案の決議をすると共に監事の監査を受けた
決算関係書類、事業報告書の承認。

通常総会の２週間前までに「決算関係書類」「事業報告書」を主
たる事務所に、写しを従たる事務所に備え置く。

理事長は、通常総会の10日前までに組合員に到達するよう総会
招集通知を出す。通知には「決算関係書類」「事業報告書」「監
査報告」を添付しなければならない。
*組合員全員の同意があれば招集手続きの省略可
（この場合、招集発出の際に必要な添付書類も不要）

通常総会の開催

「決算関係書類」「事業報告書」の作成

監事への「決算関係書類」「事業報告書」の提出

理事会招集の通知

理事会の開催

「決算関係書類」「事業報告書」の備置き

総会招集通知の発出・「決算関係書類」「事業報告書」「監査報告」の提供
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て
は
、
細
分
し
な
い
こ
と
も
可
能
と
し
て
い
る

の
で
、
組
合
の
実
情
に
応
じ
て
判
断
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

複
数
の
事
業
を
行
う
組
合
は
、
原
則
と
し
て

事
業
別
損
益
計
算
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

か
ら
生
ず
る
損
益
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

そ
の
計
算
の
結
果
は
、
通
常
総
会
で
、
費
用

負
担
の
合
理
性
に
つ
い
て
組
合
員
の
承
認
を
求

め
る
と
と
も
に
、
次
年
度
の
収
支
予
算
立
案
の

参
考
資
料
に
供
さ
れ
る
重
要
な
役
割
も
も
つ
。

組
合
が
作
成
す
べ
き
損
益
計
算
書
に
つ
い
て

必
要
な
部
や
項
目
に
つ
い
て
は
、
中
協
法
規
則

に
「
損
益
計
算
書
等
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に

区
分
し
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第
七

一
条
）
と
規
定
さ
れ
、
事
業
収
益
、
賦
課
金
等

収
入
、
事
業
費
用
、
一
般
管
理
費
、
事
業
外
収

益
、
事
業
外
費
用
、
特
別
利
益
、
特
別
損
失
の

区
分
の
記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
金
額
が
重
要
で
な
い
も
の
に
つ
い

な
お
、
費
用
配
賦
表
は
中
協
法
規
則
に
特
段

の
規
定
は
な
い
が
、
損
益
計
算
書
の
一
部
を
構

成
す
る
書
類
で
あ
り
、
事
業
別
損
益
計
算
書
を

作
成
す
る
際
に
事
業
の
間
接
的
な
経
費
を
各
事

業
別
に
損
益
に
配
賦
す
る
場
合
に
作
成
す
る
。

製
造
原
価
報
告
書
も
同
様
に
作
成
の
義
務
は

な
い
が
、
製
造
原
価
の
内
容
を
記
載
す
る
報
告

書
と
し
て
損
益
計
算
書
へ
添
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
図
表
③
　
損
益
計
算
書
　
様
式
例
　
参
照
）

（一　資産の部）
Ⅰ 流動資産 ×××
１ 現金及び預金 ×××
２ 受取手形 ×××
３ 売掛金 ×××
４ 貸付金 ×××
５ 短期有価証券 ×××
６ 商品、製品、原材料等 ×××
７ 前渡金 ×××
８ 前払費用 ×××
９ 未収収益 ×××
10 繰延税金資産 ×××
11 その他の短期資産 ×××
12 貸倒引当金 △×××
流動資産計 ××××

Ⅱ 固定資産
i 有形固定資産
１ 建物及び建物付属設備 ×××
２ 構築物 ×××
３ 機械及び装置 ×××
４ 自動車陸上運搬具 ×××
５ 工具、器具及び備品 ×××
６ 土地 ×××
７ 建設仮勘定 ×××
有形固定資産計 ××××

ii 無形固定資産
１ 特許権 ×××
２ 商標権 ×××
３ 借地権 ×××
４ ソフトウェア ×××
５ 電話加入権 ×××
６ その他の無形固定資産 ×××
無形固定資産計 ××××

iii  外部出資その他の資産
１ 差入保証金・敷金 ×××
２ 外部出資金 ×××
３ 長期保有有価証券 ×××
４ 長期前払費用 ×××
５ 長期繰延税金資産 ×××
６ 貸倒引当金 △×××
７ その他の資産 ×××
外部出資その他の資産計 ××××
固定資産計 ×××××

Ⅲ 繰延資産
１ 創立費 ×××
２ 施設負担金 ×××
繰延資産計 ××××

資産合計 ×××××

損
益
計
算
書

（注）(1)有形固定資産から直接控除を行っている金額。
減価償却累計額　　×××
減損損失累計額　　×××

（作成上の留意事項）
(1)減価償却費、減損損失について、間接法を採用している場合には、個々の有形固定資産の取得価額から控除
する形式で表示する。

個々の有形固定資産の取得価額　　　　　×××
個々の有形固定資産の減価償却累計額　　×××
個々の有形固定資産の減損損失累計額　　×××

(2)未払込出資金のない組合は、払込出資金、未払込出資金の表示をせずに、出資金のみの表示でよい。

貸　借　対　照　表
平成　　年　　月　　日

（二　負債の部）
Ⅰ 流動負債 ×××
１ 支払手形 ×××
２ 買掛金 ×××
３ 未払金 ×××
４ 短期借入金 ×××
５ 転貸借入金 ×××
６ 預り金 ×××
７ 未払費用 ×××
８ 未払法人税等 ×××
９ 未払消費税等 ×××
10 前受金 ×××
11 仮受賦課金 ×××
12 前受収益 ×××
13 繰延税金負債 ×××
14 その他の短期負債 ×××
流動負債計 ××××

Ⅱ 固定負債
１ 長期借入金 ×××
２ 都道府県等借入金 ×××
３ 組合員長期借入金 ×××
４ 長期未払金 ×××
５ 退職給与引当金 ×××
６ 長期繰延税金負債 ×××
固定負債計 ××××

負債合計 ×××××

（三　純資産の部）
Ⅰ 組合員資本
i 出資金
ii 未払込出資金 △×××
出資金計 ××××

iii  資本剰余金
１ 資本準備金
(1)加入金 ×××
(2)増口金 ×××
資本準備金計 ××××

２ その他資本剰余金
(1)出資金減少差益 ×××

iv  利益剰余金
１ 利益準備金 ×××
２ その他利益剰余金
(1)教育情報費用繰越金 ×××
(2)組合積立金
①特別積立金 ×××
②○周年記念事業積立金 ×××
③役員退職給与積立金 ×××

組合積立金計 ××××
(3)当期未処分剰余金
又は当期未処理損失金 ×××

当期純利益金額又は当期純損失金額 ×××

前期繰越剰余金 ×××
又は前期繰越損失金

利益剰余金計 ××××
Ⅱ評価・換算差額等
１ その他有価証券評価差額金 ×××
２ その他評価・換算差額等
(1)脱退者持分払戻勘定 ×××

評価・換算差額等計 ×××

純資産合計 ××××
負債及び純資産合計 ×××××

図表②　貸借対照表様式例（非出資商工組合を除く）
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組合活性化情報

ここに着目組合決算のツボ

この様式は、費用配賦表により算出した部門別配賦経費の合計金額を部門費に計上し、部門別
の事業利益又は事業損失表示したものである。

（三　事業費用の部）
Ⅰ 販売事業費用
１ 売上原価
(1)期首棚卸高 ××
(2)当期仕入高 ××
(3)期末棚卸高 △×× ××

２ 販売費
(1)配賦経費 ××
(2)手形売却損 ××
(3)貸倒引当金繰入 ×× ×××

３ 販売事業利益
又は販売事業損失 ××

計 ×××
Ⅱ 購買事業費用
１ 売上原価
(1)期首棚卸高 ××
(2)当期仕入高 ××
(3)期末棚卸高 △×× ×××

２ 購買費
(1)配賦経費 ××
(2)手形売却損 ××
(3)貸倒引当金繰入 ×× ××

３ 購買事業利益
又は購買事業損失 ××

計 ×××
Ⅲ 金融事業費用
１ 転貸支払利息 ××
２ 金融費
(1)担保設定料 ××
(2)配賦経費 ××
(3)金融支払利息 ××
(4)貸倒引当金繰入 ×× ××

３ 金融事業利益
又は金融事業損失 ××

計 ×××
Ⅳ 生産・加工事業費用
１ 売上原価
(1)期首棚卸高 ××
(2)当期製品製造原価 ××
(3)期末棚卸高 △×× ×××

２ 生産・加工費
(1)配賦経費 ××
(2)○○○費 ××
(3)貸倒引当金繰入 ×× ×××

３ 生産・加工事業利益
又は生産・加工事業損失 ××

計 ×××
Ⅴ その他事業費用
１ 施設事業費 ××
２ 保管事業費 ××
３ 検査事業費 ××
４ 運送事業費 ××
５ 教育情報事業費 ××
６ 研究開発事業費 ××
７ 福利厚生事業費 ××
８ ○周年記念事業費 ××
９ 貸倒引当金繰入 ×× ×××

施設費、保管費、検査費、運送費、教育
情報費、研究開発費、組合員福利厚生費、
○周年記念事業費には、配賦経費の配賦
を行わない方法を選択した。

事業費用合計 ×××

事業総利益金額又は事業総損失金額 ×××

（四　一般管理費の部）
Ⅵ 一般管理費
１ 人件費
(1)役員給料 ××
(2)職員給料 ××
(3)福利厚生費 ××
(法定福利費、厚生費)

(4)退職金、退職共済掛金
××

(5)退職給与引当金繰入
××

損　益　計　算　書
自　平成　　年　　月　　日
至　平成　　年　　月　　日

（一　事業収益の部）
Ⅰ 販売事業収益
１ 売上高
(1)外部売上高 ××
(2)組合員売上高 ××
(3)受取手数料 ×× ×××

２ その他販売収益
(1)販売雑収入 ××
(2)○○○収入 ×× ×××

計 ×××
Ⅱ 購買事業収益
１ 売上高
(1)組合員売上高 ××
(2)外部売上高 ××
(3)受取手数料 ×× ×××

２ その他購買収益
(1)購買雑収入 ××
(2)○○○収入 ×× ×××

計 ×××
Ⅲ 金融事業収益
１ 受取貸付利息 ××
２ 受取貸付手数料 ××
３ その他金融収益
(1)金融受取利息 ××
(2)○○○収入 ×× ×××

計 ×××
Ⅳ 生産・加工事業収益
１ 売上高
(1)組合員売上高 ××
(2)外部売上高 ××
(3)受取手数料 ×× ×××

２ その他生産・加工収益
(1)生産・加工雑収入 ××
(2)○○○収入 ×× ×××

計 ×××
Ⅴ その他事業収益
１ 受取施設利用料 ××
２ 受取保管料 ××
３ 受取検査料 ××
４ 受取運送料 ××
５ 教育情報賦課金収入 ××
６ 教育情報費用繰越金取崩 ××
７ 仮受賦課金繰入・戻入 ××
８ 福利厚生事業収入 ××
９ ○周年記念事業積立金取崩 ××

計 ×××

事業収益合計 ×××

（二　賦課金等収入の部）
Ⅵ 賦課金等収入 ××
１ 賦課金収入（平等割） ××
２ 賦課金収入（差等割） ××
３ 特別賦課金等収入 ××
４ 参加料収入 ××
５ 負担金収入 ××

賦課金等収入合計 ×××

（五　事業外収益の部）
Ⅶ 事業外収益
１ 受取利息 ××
２ 受取外部出資配当金 ××
３ 為替差益 ××
４ 協賛金収入 ××
５ 加入手数料収入 ××
６ 事業経費補助金収入 ××
７ 雑収入 ××

事業外収益合計 ×××

（七　特別利益の部）
Ⅷ 特別利益
１ 固定資産売却益 ××
２ 補助金収入 ××
３ 貸倒引当金戻入 ××
４ 未払法人税等戻入 ××
５ 前期損益修正益 ××

××
(5)退職給与引当金繰入

××
(6)退職給与引当金戻入

△××
(7)役員退職金 ××
(8)役員退職給与積立金取崩

△×× ×××
２ 業務費
(1)教育研究費、研究開発費、新聞図書費

××
(2)旅費交通費、通信費 ××
(3)会議費
(総会費、理事会費、部・委員会費、
支部会議費) ××

(4)消耗品費、事務用品費、印刷費、器
具備品費 ××

(5)賃貸料、支払家賃、支払保険料、水
道光熱費、修繕費、車両費、コンピ
ュータ関係費 ×× ×××

３ 諸税負担金
(1)租税公課 ××
(2)消費税等 ×× ×××

４ 事業費へ配賦
(1)販売費へ配賦 △××
(2)購買費へ配賦 △××
(3)金融費へ配賦 △××
(4)生産・加工費へ配賦

△×× △×××

一般管理費合計

事業利益金額又は事業損失金額 ×××

（六　事業外費用の部）
Ⅶ 事業外費用
１ 支払利息 ××
２ 為替差損 ××
３ 寄付金 ××
４ 創立費償却 ××
５ 繰延消費税等償却 ××
６ 貸倒引当金繰入 ××
７ 貸倒損失 ××
８ 雑損失 ××
９ 有価証券評価損 ××

事業外費用合計 ×××

経常利益金額又は経常損失金額 ×××

（八　特別損失の部）
Ⅷ 特別損失
１ 固定資産売却損 ××
２ 固定資産除却損 ××
３ 固定資産圧縮損 ××
４ 災害による損失 ××
５ 前期損益修正損 ××
６ 減損損失 ××
７ その他特別損失 ××

特別損失合計 ×××

税引前当期純利益金額
又は税引前当期純損失金額 ×××

Ⅸ 税等
１ 法人税等 ××
２ 法人税等調整額 ××

計 ××

当期純利益金額又は当期純損失金額
×××

３ 貸倒引当金戻入 ××
４ 未払法人税等戻入 ××
５ 前期損益修正益 ××
６ 特別積立金取崩 ××
７ その他特別利益 ××

特別利益合計 ×××

図表③　損益計算書様式例（非出資商工組合を除く）
事業別損益計算書を必要とする組合を対象にした様式例
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め
る
任
意
積
立
金
の
積
立
て
を
行
っ
た
後
で
は

じ
め
て
剰
余
金
の
配
当
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

剰
余
金
処
分
案
は
、
そ
の
事
業
年
度
に
お
い
て

発
生
し
た
剰
余
金
を
ど
の
よ
う
に
処
分
す
る
か

を
決
め
る
書
類
で
、
通
常
総
会
に
議
案
と
し
て
提

出
さ
れ
、
承
認
を
受
け
処
分
が
決
定
す
れ
ば
、

総
会
の
日
の
日
付
を
も
っ
て
経
理
処
理
を
行
う
。

当
期
が
未
処
理
損
失
の
場
合
は
、
損
失
処
理
案

と
し
、
次
期
に
損
失
を
繰
り
越
す
こ
と
も
で
き
る

が
、
次
年
度
以
降
の
利
益
で
解
消
で
き
る
見
込
み

が
な
い
と
き
は
、
定
款
に
定
め
る
順
序
に
従
い
、

任
意
積
立
金
、
利
益
準
備
金
、
資
本
準
備
金
を
取

り
崩
し
て
て
ん
補
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
剰
余
金
処
分
案
と
す
る
か
損
失
処
理
案

と
す
る
か
は
当
期
が
未
処
分
利
益
か
未
処
理
損
失

で
あ
る
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
つ
ま
り
、
前
期
繰

越
損
失
が
、
当
期
利
益
を
上
回
り
差
引
で
当
期
未

処
理
損
失
と
な
れ
ば
損
失
処
理
案
、
前
期
繰
越
利

益
が
当
期
損
失
を
上
回
り
、
差
引
で
当
期
未
処
分

利
益
と
な
れ
ば
、
剰
余
金
処
分
案
と
な
る
。

当
期
利
益
や
当
期
損
失
の
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー

ス
を
想
定
し
、
図
示
し
た
の
が
図
表
④
で
あ
る
。

Ａ
は
前
期
、
当
期
と
も
利
益
が
出
て
い
る
ケ
ー

ス
。
Ｂ
は
当
期
未
処
分
利
益
二
○
を
も
と
に
積
立

て
お
よ
び
繰
越
し
を
行
う
例
。
Ｃ
は
当
期
未
処
分

利
益
が
ゼ
ロ
だ
か
ら
積
立
て
な
ど
を
行
わ
な
く
て

も
よ
い
。
Ｄ
や
Ｅ
は
、
当
期
損
失
で
あ
る
た
め
積

立
て
な
ど
も
不
要
。
Ｆ
の
場
合
は
、
当
期
利
益
は

一
○
○
だ
が
前
期
繰
越
損
失
が
一
三
○
計
上
さ
れ

て
お
り
、
当
期
未
処
理
損
失
三
○
を
処
理
す
る
た

め
、
損
失
処
理
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
る
。

組
合
は
、
定
款
で
定
め
る
額
に
達
す
る
ま
で
、

毎
事
業
年
度
の
剰
余
金
の
一
〇
分
の
一
以
上
を

利
益
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
、
そ
の
額
は
出
資
総
額
の
二
分
の
一

を
下
っ
て
は
な
ら
ず
、
損
失
の
て
ん
補
に
充
て

る
場
合
を
除
い
て
は
、
取
り
崩
し
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
教
育
情
報
提
供
事
業
を
行
う
組
合

は
、
そ
の
事
業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
毎
事
業

年
度
の
剰
余
金
の
二
〇
分
の
一
以
上
を
翌
年
度

に
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
教

育
情
報
費
用
繰
越
金
と
呼
ば
れ
、
組
合
員
に
対

す
る
教
育
や
情
報
提
供
事
業
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
特
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
毎
事
業
年
度
」
の
剰
余
金
と
は
、
そ
の
事
業
年

度
に
発
生
し
た
収
益
と
費
用
と
の
差
額
を
意
味
し
、

前
期
繰
越
利
益
は
含
ま
な
い
の
で
注
意
が
必
要

だ
。
こ
れ
は
、
も
し
前
期
繰
越
利
益
を
加
算
す
れ

ば
前
年
度
既
に
準
備
金
積
立
て
の
対
象
と
し
た
も

の
に
対
し
て
、
二
重
に
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。

前
期
繰
越
損
失
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
前
期

繰
越
損
失
を
て
ん
補
し
な
け
れ
ば
、
他
の
処
分
が

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
前
期
繰
越
損
失
を
て
ん

補
し
て
な
お
残
額
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
所
定
の

規
定
に
よ
っ
て
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
定
款
の
定
め
や
総
会
の
決
議
に
よ
り
、

剰
余
金
を
任
意
で
積
み
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
欠
損
を
て
ん
補
し
、
利
益
準

備
金
と
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
並
び
に
定
款
に
定

前
述
の
と
お
り
、
教
育
情
報
事
業
を
行
う
組
合

は
、
そ
の
事
業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
毎
事
業

年
度
の
剰
余
金
の
二
〇
分
の
一
以
上
を
翌
事
業
年

度
に
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
中
協
法
第

五
八
条
四
号
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
は
、
剰
余
金
の
処

分
に
よ
っ
て
計
上
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
情

報
事
業
の
た
め
の
使
用
と
い
う
一
定
の
目
的
の
た

め
に
留
保
し
た
利
益
剰
余
金
で
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
法
の
趣
旨
は
、
組
合
に
剰
余
金
が
生

じ
た
場
合
、
必
ず
そ
の
一
定
部
分
を
そ
の
後
の
事

業
年
度
で
組
合
に
お
け
る
教
育
情
報
事
業
の
費
用

に
充
て
さ
せ
、
教
育
情
報
活
動
を
充
実
さ
せ
よ
う

剰
余
金
処
分
（
損
失
処
理
）

図表④　剰余金処分と損失処理の区分

教
育
情
報
費
用
繰
越
金
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組合活性化情報

ここに着目組合決算のツボ

組
合
が
行
う
事
業
は
、
組
合
自
体
が
直
接
に
利

益
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
組
合
員
の
行
う
事
業
の
利
益
を
増
進
し
、
そ

の
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
共
同
事
業
に
よ
っ
て
得
た
利
益
は
こ

れ
を
ま
ず
、
そ
の
組
合
と
組
合
員
と
の
取
引
の
分

量
に
応
じ
て
分
配
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
。

中
協
法
で
は
、「
組
合
の
剰
余
金
の
配
当
は
、

主
と
し
て
組
合
事
業
の
利
用
分
量
に
応
じ
て
す
る

も
の
と
し
、
出
資
額
に
応
じ
て
配
当
を
す
る
と
き

は
、
そ
の
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」（
中

協
法
第
五
条
四
号
）
と
定
め
、
組
合
の
要
件
の
一

つ
と
し
て
い
る
。

税
務
上
、
協
同
組
合
等
が
各
事
業
年
度
に
お
い

て
支
出
す
る
次
の
金
額
は
、
当
該
事
業
年
度
の
所

得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
（
法
人
税
法
第
六
〇
条
の
二
）。

①
そ
の
組
合
員
そ
の
他
の
構
成
員
に
対
し
そ
の
者

が
当
該
事
業
年
度
中
に
取
り
扱
っ
た
物
の
数

量
、
価
額
そ
の
他
そ
の
協
同
組
合
等
の
事
業
を

利
用
し
た
分
量
に
応
じ
て
分
配
す
る
金
額

②
そ
の
組
合
員
そ
の
他
の
構
成
員
に
対
し
そ
の
者

が
当
該
事
業
年
度
中
に
そ
の
協
同
組
合
等
の
事

業
に
従
事
し
た
程
度
に
応
じ
て
分
配
す
る
金
額

利
用
分
量
配
当
金
は
、
組
合
員
が
組
合
に
支
払

っ
た
事
業
取
扱
手
数
料
等
の
割
戻
し
に
相
当
す
る

も
の
で
、
決
算
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
を
剰
余
金

処
分
案
で
計
上
し
て
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
教
育
情
報
費
用

繰
越
金
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お

り
、
他
の
積
立
金
の
よ
う
に
毎
年
積
増
し
で
き
る

も
の
で
も
な
く
、
損
失
の
て
ん
補
に
充
て
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
教

育
情
報
費
用
繰
越
金
の
会
計
的
性
格
は
、
負
債
性

引
当
金
に
類
似
し
た
も
の
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
は
、
利
益

剰
余
金
と
負
債
性
引
当
金
と
の
両
方
の
性
格
を
も

つ
が
、
中
協
法
規
則
で
は
、
純
資
産
の
部
に
属
す

る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
利
益
剰
余
金
の
項
目
に

「
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
」
を
設
け
て
い
る
。

教
育
情
報
費
用
繰
越
金
は
、
原
則
と
し
て
次
年

度
に
取
り
崩
さ
れ
る
の
で
、
期
末
に
残
高
が
な
く

貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
な
い
の
が
通
常
だ
が
、

仮
に
、
使
用
残
額
が
あ
れ
ば
、
貸
借
対
照
表
の
純

資
産
の
部
に
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

取
り
崩
し
た
と
き
の
取
崩
額
は
組
合
会
計
基
準

で
は
、
勘
定
科
目
表
の
「
収
益
勘
定
」
に
お
け
る

「
教
育
情
報
事
業
収
益
」
に
属
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
事
業
別
損
益
計
算
を
行
わ
な
い
組
合
の
損

益
計
算
書
で
は
、
教
育
情
報
事
業
収
益
の
内
訳
の

「
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
取
崩
」
と
し
て
経
常
収

入
項
目
に
取
り
扱
わ
れ
、
事
業
別
損
益
計
算
書
を

必
要
と
す
る
組
合
（
図
表
③
）
で
は
、「
そ
の
他

事
業
収
益
」
の
内
訳
に
「
教
育
情
報
費
用
繰
越
金

取
崩
」
と
し
て
表
示
さ
れ
る
。

教
育
情
報
費
用
繰
越
金
は
税
務
上
、
前
期
課
税

済
の
所
得
の
中
か
ら
積
み
立
て
ら
れ
た
積
立
金
で

あ
る
の
で
、
そ
の
戻
入
れ
に
よ
る
利
益
は
益
金
不

算
入
と
な
る
。

利
用
分
量
配
当
を
行
う
た
め
に
は
、
事
業
別
損

益
計
算
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、
一

つ
の
事
業
に
つ
い
て
の
利
用
分
量
配
当
は
、
そ
の

事
業
に
よ
っ
て
生
じ
た
利
益
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
組
合
と
組
合
員
と
の
取
引
の
量
に
応
じ
て
分

配
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

法
人
税
法
上
、
利
用
分
量
配
当
は
損
金
の
額
に

算
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
損
金
算
入
が

で
き
る
分
配
は
、
そ
の
剰
余
金
が
組
合
と
組
合
員

と
の
取
引
や
そ
の
取
引
を
基
礎
に
行
わ
れ
た
取
引

で
生
じ
た
剰
余
金
か
ら
成
る
部
分
の
分
配
に
限

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
固
定
資
産
の
処
分
等
に
よ

る
剰
余
金
や
組
合
員
の
利
用
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
事
業
（
自
営
事
業
）
か
ら
生
じ
た
剰
余
金
の
よ

う
に
組
合
員
と
の
取
引
に
基
づ
か
な
い
取
引
に

よ
る
剰
余
金
の
分
配
は
、
該
当
し
な
い
か
ら
注
意

す
る
。

こ
の
利
用
分
量
配
当
に
該
当
し
な
い
剰
余
金
の

分
配
は
、
組
合
員
に
対
す
る
出
資
配
当
金
に
該
当

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
損
金
算
入
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、
組
合
員
と
の
取
引
に
よ
っ
て
生
じ

た
剰
余
金
と
、
そ
う
で
な
い
剰
余
金
と
を
区
分
す

る
必
要
が
あ
り
、
会
計
上
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い

な
い
と
適
用
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で

十
分
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
員
外
利
用
が
あ
る
事
業
部
門
の
組
合
員

以
外
の
者
と
の
取
引
に
よ
る
剰
余
金
部
分
は
、
事

業
利
用
分
量
配
当
金
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
売
上
高
な
ど
に
よ
っ
て
、
按
分
計
算
を

行
っ
て
除
外
す
る
。

配
当
の
方
法
は
、
組
合
員
が
当
期
に
組
合
の
事

事
業
利
用
分
量
配
当
金
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り
扱
わ
れ
る
の
で
、
配
当
に
あ
た
っ
て
は
二
〇
％

の
源
泉
徴
収
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
企
業

組
合
の
出
資
配
当
以
外
の
配
当
も
、
損
金
算
入
が

認
め
ら
れ
ず
通
常
の
利
益
配
当
と
な
り
、
同
様
に

取
り
扱
わ
れ
る
。

剰
余
金
処
分
の
項
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
中
協

法
で
は
組
合
は
損
失
を
て
ん
補
し
、
利
益
準
備
金

及
び
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
を
控
除
し
た
後
で
な

け
れ
ば
剰
余
金
を
配
当
し
て
は
な
ら
ず
、
剰
余
金

は
、
定
款
の
定
め
に
よ
っ
て
、
組
合
員
が
組
合
の

事
業
を
利
用
し
た
分
量
に
応
じ
、
又
は
年
一
割
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
払
込
済
出
資
額
に
応

じ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
中
協
法
第
五
九
条

一
号
、
二
号
）
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
組
合
員
に
対
す
る
配
当
は
、
利
用
分
量

配
当
、
出
資
配
当
ど
ち
ら
を
優
先
す
べ
き
か
。

中
協
法
や
組
合
の
本
質
か
ら
考
え
て
、
利
用
分

量
配
当
を
優
先
す
べ
き
だ
と
の
説
も
あ
る
が
、
出

資
金
の
運
用
に
よ
っ
て
剰
余
金
が
生
じ
た
面
も
無

視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
法
律
で
制
限
し
て
い
る

年
一
割
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
の
出
資
配
当
を
行

う
こ
と
は
、
法
の
精
神
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、
利
用
分
量
配
当
と
出
資
配
当
と
を
併
せ
て

行
う
こ
と
が
妥
当
な
配
当
の
あ
り
方
で
は
な
い
か

と
判
断
さ
れ
る
。

実
際
の
運
営
方
法
で
は
、
共
同
体
と
し
て
の
資

本
充
実
を
図
る
た
め
の
出
資
金
に
対
し
、
適
正
金

利
を
支
払
う
と
い
う
意
味
で
、
ま
ず
出
資
配
当

し
、
残
額
を
利
用
分
量
配
当
と
す
る
こ
と
が
望
ま

業
を
利
用
し
た
分
量
に
応
じ
て
事
業
の
種
類
別
に

一
定
の
率
で
行
う
配
当
に
限
ら
れ
、
同
一
の
種
類

と
し
て
区
分
し
た
事
業
の
中
で
利
用
量
の
多
寡
に

よ
っ
て
率
に
差
を
設
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

こ
の
た
め
組
合
は
、
組
合
員
の
利
用
度
を
明
確

に
把
握
し
、
算
出
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
税
法
上
、
損
金
算
入
が
認
め

ら
れ
る
利
用
分
量
配
当
金
の
条
件
が
厳
し
い
の

は
、
税
法
が
特
に
協
同
組
合
と
い
う
性
格
を
考
慮

し
て
、
特
例
を
設
け
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の

特
例
は
原
則
と
し
て
確
定
申
告
書
に
損
金
算
入
に

関
す
る
明
細
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
適
用

さ
れ
る
。

組
合
は
利
用
分
量
配
当
金
の
支
払
に
あ
た
っ
て

は
、
源
泉
所
得
税
を
徴
収
す
る
必
要
は
な
く
、
損

金
算
入
の
取
扱
い
を
受
け
た
部
分
は
、
支
払
を
受

け
た
法
人
組
合
員
の
側
で
は
益
金
算
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
受
取
配
当
金
の
益
金
不
算
入
の
対
象

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
方
、
組
合
員
が
個
人
事
業
者
で
あ
る
場
合

は
、
組
合
が
損
金
算
入
と
し
た
利
用
分
量
配
当
金

は
事
業
所
得
の
収
入
金
額
と
な
り
、
組
合
が
損
金

不
算
入
と
し
た
も
の
は
配
当
所
得
と
な
る
。

組
合
に
よ
っ
て
は
、
剰
余
金
の
処
分
と
し
な
い

で
割
戻
し
等
の
名
称
で
組
合
員
に
還
元
す
る
例
も

あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
組
合
で
妥
当
な
割
戻
し

基
準
を
定
め
、
損
金
経
理
に
よ
っ
て
支
出
し
て
い

れ
ば
、
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
企
業
組
合
の
従
事
分
量
配
当
は
、
損
金

算
入
が
認
め
ら
れ
ず
通
常
の
利
益
配
当
と
し
て
取

し
い
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

出
資
配
当
は
、
利
用
分
量
配
当
と
異
な
り
課
税

対
象
金
額
と
さ
れ
る
上
に
、
支
払
に
あ
た
っ
て
は

二
〇
％
の
源
泉
所
得
税
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
か
ら
、
と
か
く
出
資
配
当
の
方
が
利
用

分
量
配
当
よ
り
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
も
あ
る
。

出
資
配
当
金
は
、
組
合
員
に
と
っ
て
通
常
の
配

当
金
で
あ
り
、
法
人
組
合
員
で
は
受
取
配
当
金
の

益
金
不
算
入
、
個
人
組
合
員
で
は
配
当
控
除
の
対

象
と
な
る
。

組
合
は
、
通
常
総
会
に
提
出
す
る
剰
余
金
処
分

案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
率

を
各
組
合
員
の
出
資
額
に
乗
じ
て
各
組
合
員
の
配

当
金
額
を
計
算
し
そ
の
総
額
を
剰
余
金
処
分
案
に

出
資
配
当
金
と
し
て
計
上
す
る
。
配
当
金
の
計
算

に
あ
た
っ
て
の
端
数
処
理
に
つ
い
て
は
、
通
常
定

款
に
定
め
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
計
算

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

年
度
の
途
中
に
お
い
て
増
資
払
込
み
が
行
わ
れ

た
と
き
は
、
払
込
日
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
年
度

中
に
お
け
る
払
込
金
の
稼
動
期
間
が
異
な
る
の

で
、
各
月
末
の
払
込
済
出
資
金
を
基
に
し
た
月
割

計
算
や
積
数
計
算
に
よ
っ
て
配
当
金
額
を
計
算
す

れ
ば
よ
い
。

組
合
に
未
払
込
出
資
金
が
あ
る
場
合
、
定
款
で

配
当
金
を
出
資
金
に
充
当
す
る
旨
の
規
定
が
あ
る

と
き
は
、
払
込
完
了
に
至
る
ま
で
配
当
金
を
出
資

払
込
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
組
合
員
持
分
」
に
は
、
ふ
た
つ
の
意
義
が
あ
る
。

出
資
配
当
金

組
合
員
持
分

21年03月号_P01-24  09.3.3 09:37  ページ 8
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い
な
い
た
め
、
組
合
の
定
款
で
自
由
に
定
め
て
よ

い
。
一
般
に
は
、
改
算
式
持
分
算
定
方
法
（
均
等

式
持
分
算
定
方
式
）
と
加
算
式
持
分
算
定
方
法
の

二
つ
が
あ
る
。

改
算
式
は
、
出
資
一
口
に
つ
き
各
持
分
が
均
等

と
な
る
方
法
で
、
具
体
的
に
は
、
組
合
の
正
味
財

産
の
価
額
を
出
資
総
口
数
で
除
す
る
こ
と
に
よ
り

出
資
一
口
に
つ
い
て
の
持
分
額
を
算
定
す
る
方
法

で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
簡
便
で
あ
る
が
、
出
資
一

口
当
た
り
の
持
分
額
を
維
持
す
る
た
め
、
原
始
加

入
者
及
び
増
口
分
の
出
資
払
込
み
に
際
し
て
は
、

持
分
調
整
金
と
し
て
の
加
入
金
を
徴
収
す
る
必
要

が
生
じ
る
。

た
だ
し
、
組
合
の
正
味
財
産
が
出
資
金
を
上
回

っ
て
い
る
場
合
で
も
、
定
款
の
規
定
に
よ
り
脱
退

者
の
持
分
の
払
戻
し
を
出
資
額
限
度
と
し
て
い
る

組
合
は
、
持
分
を
調
整
す
る
必
要
が
生
じ
な
い
の

で
、
持
分
調
整
金
は
徴
収
で
き
な
い
。

持
分
調
整
金
と
し
て
の
加
入
金
は
、
法
人
税
法

上
資
本
等
取
引
に
該
当
し
、
益
金
不
算
入
と
な
る
。

一
方
、
加
算
式
は
、
各
組
合
員
に
つ
き
事
業
年

度
ご
と
に
、
組
合
の
正
味
財
産
に
属
す
る
出
資
金
、

準
備
金
、
積
立
金
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
そ
の

組
合
員
の
出
資
口
数
、
払
込
済
出
資
金
額
又
は
事

業
の
利
用
分
量
（
企
業
組
合
に
あ
っ
て
は
従
事
分

量
）
を
標
準
と
し
て
算
定
加
算
（
損
失
が
生
じ
た
場

合
は
そ
の
て
ん
補
額
を
控
除
）
す
る
方
法
で
あ
る
。

こ
の
方
法
に
よ
る
と
き
は
、
各
組
合
員
の
持
分

は
、
加
入
時
期
、
事
業
の
利
用
量
等
に
よ
り
不
均

一
と
な
り
、
そ
の
計
算
も
事
務
処
理
も
複
雑
と
な

る
が
、
持
分
調
整
金
の
問
題
は
生
じ
な
い
。

ひ
と
つ
は
、
組
合
員
が
組
合
に
対
し
て
有
す
る

権
利
義
務
の
総
称
、
つ
ま
り
組
合
員
た
る
地
位
を

意
味
す
る
場
合
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
組
合
員
が
組

合
財
産
に
対
し
て
共
有
部
分
と
し
て
有
す
る
計
算

上
の
価
額
を
意
味
す
る
場
合
で
あ
る
。

例
え
ば
法
で「
持
分
の
譲
渡
」と
い
え
ば
前
者

を
、「
持
分
の
払
い
戻
し
」と
い
え
ば
後
者
を
指
す
。

組
合
員
は
、
原
則
、
組
合
を
脱
退
す
る
と
同
時

に
そ
の
持
分
の
払
戻
請
求
権
を
取
得
す
る
。

こ
の
請
求
権
は
、
組
合
員
の
絶
対
権
だ
が
、
そ

の
権
利
の
行
使
は
「
定
款
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
」
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、「
持
分
の

全
部
又
は
一
部
の
払
戻
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
あ
る
の
で
、
定
款
に
一
部
払
戻
し
の
規
定

を
置
く
こ
と
は
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
定
款
の
規
定
に
よ
っ
て
は
、
全
部
の
払

戻
し
を
受
け
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
そ
の
一
部
だ

け
の
払
戻
し
か
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

脱
退
し
た
組
合
員
の
持
分
は
、
そ
の
脱
退
し
た

事
業
年
度
の
終
わ
り
に
お
け
る
組
合
財
産
に
よ
っ

て
算
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
財
産
の
評
価
は
、

協
同
組
合
の
事
業
の
継
続
を
前
提
と
し
、
な
る
べ

く
有
利
に
一
括
譲
渡
す
る
価
額
＝
時
価
に
よ
る
べ

き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
四
四
年
二
月
一
一

日
、
最
高
裁
判
決
）。

持
分
払
戻
請
求
権
は
、
持
分
の
算
定
後
に
行
使

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
自
由
脱
退
の
場
合
は

問
題
な
い
が
、
法
定
脱
退
の
場
合
は
脱
退
と
同
時

に
請
求
権
を
取
得
し
て
も
、
事
業
年
度
末
ま
で
は

こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

法
は
持
分
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
特
に
定
め
て

《
参
考
資
料
》

「
中
小
企
業
等
協
同
組
合
会
計
基
準
」

全
国
中
央
会
編

第
一
法
規

「
中
小
企
業
組
合
必
携
」

全
国
中
央
会
著

全
国
協
同
出
版

「
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
逐
条
解
説
」

全
国
中
央
会
編
集
　

中
小
企
業
庁
創
業
連
携
推
進
課
監
修

第
一
法
規

「
協
同
組
合
の
会
計
と
税
務
」

大
阪
監
査
法
人

編

清
文
社

「
中
小
企
業
組
合
会
計（
決
算
編
）」

全
国
中
央
会
編
（
財
）中
小
企
業
情
報
化
促
進
協
会

組合活性化情報

ここに着目組合決算のツボ

s
静
岡
県
中
央
会
で
も
販
売
し
て
い
る
組
合
向
け
の
参
考
図
書
。
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月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
中
央
会
表

彰
式
典
で
、
栄
え
あ
る
産
業
振
興

功
労
表
彰
を
受
け
た
。

「

赤
帽

が
広
く
認
め
ら
れ
た
証
し
」

と
感
慨
を
込
め
、
喜
び
を
表
す
。

軽
自
動
車
に
よ
る
個
人
運
送
業
者
＝

赤
帽

が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
五
〇
年
。

全
国
各
地
に
貨
物
の
共
同
荷
受
や
共
同
配

車
な
ど
を
目
的
と
し
た
協
同
組
合
が
誕
生

し
、
本
県
で
も
法
人
化
の
動
き
が
高
ま
る

中
、
そ
の
と
り
ま
と
め
役
を
買
い
、
県
内

を
奔
走
し
た
。
昭
和
五
五
年
、
二
六
人

の

赤
帽

に
よ
る
協
同
組
合
が
設
立
さ

れ
、
役
員
に
推
さ
れ
た
。

「
組
合
は
で
き
た
が
、
二
〇
人
あ
ま
り
で

は
、
広
い
静
岡
県
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は

到
底
で
き
な
い
し
、
荷
主
の
信
用
を
得
る

こ
と
も
難
し
い
。
そ
こ
で
、
最
優
先
で
組

織
強
化
に
取
り
組
ん
だ
」。

県
内
各
地
で
募
集
説
明
会
を
開
催
す
る

な
ど
精
力
的
に
組
合
員
を
勧
誘
。
設
立
か

ら
一
〇
年
足
ら
ず
で
組
合
員
は
一
〇
倍
近

く
に
増
え
た
。
さ
ら
に
静
岡
市
の
本
部
に

加
え
、
浜
松
と
沼
津
に
も
配
車
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
共
同
配
車
事
業
を
軌
道
に
乗

せ
る
な
ど
、
副
理
事
長
と
し
て
采
配
を
ふ

る
っ
た
。

平
成
一
〇
年
、
理
事
長
に
就
任
。

「
高
度
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
と
続
い
た
上

り
坂
の
時
代
が
終
わ
り
、
下
り
坂
に
差
し

掛
か
っ
た
時
期
だ
っ
た
」。

東
西
の
配
車
セ
ン
タ
ー
を
廃
し
、
本
部

に
集
約
す
る
と
い
う
苦
渋
の
決
断
を
下
し

“

”

“

”

“

”

た
。
そ
の
一
方
で
、「
県
と
の
間
で
結
ん

だ
防
災
協
定
に
基
づ
く
緊
急
支
援
物
資

輸
送
の
拠
点
機
能
や
組
合
員
へ
の
教
育

研
修
の
場
と
し
て
、
絶
対
に
必
要
」
と
老

朽
化
が
著
し
か
っ
た
組
合
会
館
の
改
築
に

踏
み
切
る
な
ど
、
新
た
な
仕
掛
け
も
忘
れ

な
い
。

高
齢
を
理
由
に
組
合
を
去
る
組
合
員
が

増
え
る
一
方
、
脱
サ
ラ
組
を
中
心
に
新
た

に
組
合
に
加
わ
る
者
も
多
い
。

「
昨
日
ま
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
一
人
前

の
事
業
主
に
育
て
る
た
め
、
組
合
が
行
う

教
育
研
修
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
」
と

自
ら
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
三
〇
年
以
上

に
わ
た
り
蓄
え
た
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
惜

し
み
な
く
伝
え
る
。

「
我
々
は
、
単
に
モ
ノ
を
運
ぶ
運
送
業
で

は
な
く
、
荷
主
に
代
わ
り
荷
物
と
と
も
に

真
心
を
相
手
に
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
業
。
そ

う
い
う
意
識
を
常
に
持
ち
続
け
た
い
」。

広
島
県
出
身
。
昭
和
五
四
年
、
夫
人
の

実
家
の
あ
る
静
岡
に
移
り
、
開
業
し
た
。

自
宅
の
あ
る
富
士
市
か
ら
毎
日
、
富
士

山
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
。

「
季
節
ご
と
、
日
ご
と
に
富
士
山
の
表
情

は
違
う
。見
れ
ば
見
る
ほ
ど
魅
せ
ら
れ
る
」。

高
校
時
代
、
東
京
に
向
か
う
寝
台
列
車

か
ら
、
初
め
て
朝
日
に
輝
く
富
士
を
見
た
。

「
こ
と
ば
に
表
せ
な
い
感
動
を
受
け
た
。

こ
ん
な
素
晴
し
い
も
の
を
毎
日
観
る
こ
と

が
で
き
る
静
岡
の
人
は
本
当
に
幸
せ
だ

な
、
と
羨
ま
し
く
思
っ
た
。
そ
こ
に
今
住

ん
で
い
る
の
は
運
命
だ
ね
」。

クローズアップインタビュー

赤帽静岡県軽自動車運送協同組合

稲井 弘理事長

表彰式典で産業振興
功労表彰を受章
「“赤帽”は真心を届ける

サービス業」

組合活性化情報

二
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商
品
化
や
事
業
化
の
支
援
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
上
の
講
演
に
続
き
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
効
果
が
あ
る
低
Ｇ
Ｉ
食
を
、

県
立
大
と
の
共
同
研
究
で
開
発
し
た
㈱

ア
オ
ノ
ミ
ー
ト
青
野
盈
瓠
社
長
よ
り
、

開
発
経
緯
や
そ
の
機
能
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
行
わ
れ
た
交
流

会
で
は
、
講
演
で
発
表
さ
れ
た
米
パ
ン

を
は
じ
め
、
米
ペ
ー
ス
ト
入
り
う
ど
ん
、

駿
河
湾
海
洋
深
層
水
入
り
液
体
肥
料
、

裾
野
産
茶
葉
一
〇
〇
％
使
用
本
格
焼
酎
、

ふ
る
さ
と
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
県
知
事
賞

の
受
賞
作
で
あ
る
荒
畑
園
の
国
産
プ
ー

ア
ー
ル
茶
な
ど
、
協
議
会
賛
助
会
員
企

業
な
ど
が
新
作
や
自
信
作
を
出
品
。
展

示
や
試
食
を
通
じ
、
参
加
者
に
商
品
を

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

12中小企業静岡 2009.3

Business Report 組合の動き 

天
然
食
材
を
活
か
し
た
新
た
な
食
品
を
開
発

静
岡
県
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

地
域
の
食
品
産
業
と
農
水
産
業
の
連

携
を
通
じ
、
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
を
目
指
す
県
食
料
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
協
議
会
で
は
、
一
月
二
六
日
、
静

岡
市
の
「
静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー
」

で
産
学
官
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
県
立
大
学
の
「
健

康
」
に
関
す
る
研
究
成
果
を
県
内
の
食

品
製
造
業
者
ら
に
幅
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
成
果
を
活
用
し
た
新
た
な
食

品
開
発
を
進
め
よ
う
と
同
大
学
と
共
催

で
行
わ
れ
、
八
〇
人
近
い
食
品
製
造
業

者
ら
が
出
席
。
天
然
食
材
を
利
用
し
た

新
た
な
食
品
開
発
や
地
域
資
源
活
用
の

可
能
性
を
探
っ
た
。

食
品
栄
養
科
学
部
の
熊
澤
茂
則
准
教

授
は
、
赤
ワ
イ
ン
な
ど
に
含
ま
れ
る
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
成
分
表
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
に
成
功
し
た
経
緯
や
食
品
へ
の

応
用
に
つ
い
て
報
告
。

大
学
院
生
活
健
康
科
学
研
究
科
の
下

位
香
代
子
教
授
は
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

な
ど
、
色
を
も
つ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
疫

病
予
防
効
果
や
安
全
性
に
つ
い
て
、
詳

細
な
数
値
を
基
に
説
明
し
た
。

米
の
持
つ
機
能
な
ど
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
て
い
る
食
品
栄
養
科
学
部
の
貝

沼
や
す
子
教
授
は
、
そ
の
集
大
成
と
し

て
開
発
し
た
米
ペ
ー
ス
ト
を
用
い
た
パ

ン
を
紹
介
し
た
。

米
を
数
時
間
水
に
浸
し
、
超
微
粒
磨

砕
機
で
数
回
粉
砕
し
た
ペ
ー
ス
ト
を
三

〇
％
使
用
し
た
食

パ
ン
は
、
小
麦
一

〇
〇
％
の
も
の
と

同
程
度
に
膨
ら
み
、

米
の
持
つ
機
能
性

も
保
持
さ
れ
る
と

い
う
。

同
協
議
会
で
は

今
後
、
販
路
開
拓

を
含
む
具
体
的
な

官
公
需
適
格
組
合
の
活
用
を

官
公
需
問
題
懇
談
会
・
静
岡
県
中
央
会

静
岡
県
中
央
会
は
、
中
小
企
業
や
組

合
の
受
注
拡
大
の
た
め
の
支
援
の
あ
り

方
を
研
究
す
る
「
官
公
需
問
題
懇
談
会
」

を
二
月
五
日
、
静
岡
市
の
「
ク
ー
ポ
ー

ル
会
館
」
で
開
催
し
た
。

懇
談
会
に
は
、
県
内
の
官
公
需
適
格

組
合
な
ど
組
合
関
係
者
や
発
注
者
で
あ

る
行
政
の
担
当
者
ら
あ
わ
せ
て
三
二
人

が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
、
全
国
の
官
公
需
適
格
組

合
の
実
態
に
精
通
す
る
中
小
企
業
診
断

士
の
清
水
透
氏
が
「
こ
れ
で
ガ
ッ
チ

リ
！
〜
官
公
需
適
格
組
合
成
功
事
例
に

学
ぶ
〜
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

清
水
氏
は
、

「
新
た
な
工
法
や
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
戦
略
を
進
め
る
組
合
や

組
織
率
を
高
め
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
対

す
る
優
位
性
を
確
保
す
る
組
合
、
取
扱

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
民
需
に

進
出
す
る
組
合
な
ど
、
全
国
に
は
多
く

の
成
功
事
例
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も

▲受発注双方が質疑応答や情報交換を通じ、理解
を深めた。

s
研
究
や
開
発
の
結
果
を
報
告
す
る
熊
澤
准
教
授（
左
上
）、
下
位
教
授（
右
上
）、
貝
沼
教
授（
左

下
）、
青
野
社
長
。
交
流
会
で
は
地
元
産
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
新
商
品
が
紹
介
さ
れ
た
。
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発
注
者
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
つ

か
み
、
信
用
と
実
績
を
積
み
重
ね
た
結

果
で
あ
る
。
明
確
な
目
的
意
識
を
も
ち
、

組
合
が
一
枚
岩
と
な
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
説
い
た
。

続
く
懇
談
会
で
は
、
県
の
工
事
発
注

に
対
す
る
考
え
方
や
ス
タ
ン
ス
、
発
注

の
基
準
、
職
員
の
品
質
確
保
能
力
、
畳

部
屋
の
確
保
や
木
造
の
県
営
住
宅
建
設

の
可
能
性
な
ど
、
活
発
な
質
疑
応
答
や

幅
広
い
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
相
互
理

解
を
深
め
た
。

官
公
需
適
格
組
合
は
、
官
公
需
の
受

注
に
意
欲
的
で
、
か
つ
、
受
注
し
た
契

約
を
十
分
履
行
で
き
る
経
営
基
盤
が
整

備
さ
れ
て
い
る
組
合
で
あ
る
こ
と
を
国

が
証
明
す
る
制
度
。
県
内
で
は
工
事
関

係
三
二
組
合
、
物
品
・
役
務
関
係
二
一

組
合
の
計
五
三
組
合
が
証
明
取
得
し
、

積
極
的
な
受
注
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

13 中小企業静岡 2009.3

全
国
か
ら
こ
だ
わ
り
の
食
が
勢
揃
い

こ
だ
わ
り
の
味
協
同
組
合

全
国
の
食
料
品
製
造
業
者
ら
が
加
入

す
る
こ
だ
わ
り
の
味
協
同
組
合
（
冨
永

昌
良
理
事
長
・
静
岡
市
）
で
は
、
二
月

一
八
日
、
静
岡
市
の
「
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ

静
岡
」
で

こ
だ
わ
り
の
味
　
食
品
展

示
会

を
開
催
し
た
。

同
展
示
会
に
は
、
組
合
が
定
め
る
基

“

”

準
を
満
た
し
た
商
品
に
認
定
さ
れ
る
組

合
ブ
ラ
ン
ド

自
然
の
味
そ
の
ま
ん

ま

を
扱
う
食
品
メ
ー
カ
ー
六
四
社
が

出
展
。

全
国
各
地
か
ら
豆
腐
や
練
り
製
品
、

漬
物
、
惣
菜
、
佃
煮
、
麺
類
な
ど
、
こ

だ
わ
り
の
商
品
が
勢
揃
い
し
た
。

ま
た
、
組
合
の
趣

旨
に
賛
同
し

自
然

の
味
そ
の
ま
ん
ま

の
販
売
を
手
が
け
る

全
国
の
ス
ー
パ
ー
や
小

売
店
一
四
店
に
よ
る

「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

紹
介
ブ
ー
ス
」、
環
境

に
配
慮
し
た
包
装
資 “

”

“

”

組合活性化情報

温
泉
郷
で
「
鵺
退
治
」

伊
豆
長
岡
温
泉
旅
館
協
同
組
合

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会
・
伊
豆
長
岡

温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
渡
辺
久
芳
理
事

長
）
共
催
の
「
鵺
（
ぬ
え
）
ば
ら
い
祭
」

が
一
月
二
八
日
、
伊
豆
長
岡
温
泉
郷
で

行
わ
れ
た
。

こ
の
祭
り
は
、「
鵺
（
頭
が
猿
、
胴
が

虎
、
尾
は
蛇
）」
と
呼
ば
れ
る
怪
物
を
、

源
頼
政
が
退
治
し
た
と
い
う
故
事
に
ち

な
み
、
災
難
を
払
い
、
福
を
招
く
新
年

の
厄
払
い
と
し
て
毎
年
同
日
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
四
四
回
目
。

温
泉
街
に
響
き
渡
る
太
鼓
の
音
と
と

も
に
鵺
の
パ
レ
ー
ド
が
、
長
岡
温
泉
、

古
奈
温
泉
を
練
り
歩
い
た
の
ち
、
祭
り

に
あ
わ
せ
て
練
習
を
積
ん
だ
二
〇
人
を

超
え
る
地
元
の
中
学
生
が
、
鵺
や
源
頼

政
な
ど
に
扮
し
て
、
優
美
で
コ
ミ
カ
ル

材
を
扱
う
資
材
メ
ー
カ
ー
一
〇
社
が
出
展

し
た「
包
装
資
材
展
」も
開
催
さ
れ
、二
〇

〇
〇
人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

「
新
商
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
」に
は
、
国
産

小
麦
使
用
の
手
延
そ
う
め
ん
、鹿
児
島
出

水
産
の
あ
さ
く
さ
海
苔
、山
梨
産
ぶ
ど
う

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
厳
し
い
認
定
基
準
を
ク

リ
ア
し
て
今
月
か
ら
店
頭
に
並
ぶ
新
商

品
も
お
披
露
目
さ
れ
、
来
場
者
の
注
目

を
浴
び
て
い
た
。

組
合
で
は
、

「
昨
年
を
上
回
る
多
く
の
お
客
様
に
足
を

運
ん
で
頂
い
た
。
当
組
合
が
取
り
組
む
安

心
・
安
全
で
品
質
、味
、価
格
に
こ
だ
わ
っ
た

商
品
づ
く
り
が
年
を
重
ね
る
ご
と
に
支
持

を
集
め
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
今
後
も

こ
だ
わ
り
の
商
品
を
開
発
し
、お
客
様
の
期

待
に
応
え
た
い
」と
意
欲
を
み
せ
た
。

に
立
ち
回
る
「
鵺
踊
り
」
を
披
露
し
た
。

組
合
で
は
、

「
中
学
生
の
鵺
踊
り
が
評
判
を
呼
び
、

真
冬
の
温
泉
街
の
風
物
詩
と
し
て
欠
か

せ
な
い
祭
り
に
定
着
し
た
。
多
く
の
お

客
様
に
温
泉
街
へ
足
を
運
ん
で
頂
け
る

よ
う
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

▲鵺や武将に扮した地元の中学生が、優美で
コミカルに立ち回った。

s
全
国
か
ら
組
合
ブ
ラ
ン
ド
”自
然
の
味
そ
の
ま
ん
ま
“
を
扱
う
食
品
メ
ー
カ
ー
が
出
展
。
こ
だ

わ
り
の
新
商
品
も
続
々
登
場
し
た
。
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14中小企業静岡 2009.3

［ トピックス ］ 

静
岡
県
中
央
会
は
二
月
三
日
、
静
岡
市
の
「
静

岡
音
楽
会
館
Ａ
Ｏ
Ｉ
」
で
平
成
二
〇
年
度
表
彰
式

典
を
開
催
し
た
。

式
典
に
は
、
岩
本
俊
也
静
岡
労
働
局
長
、
花
森

憲
一
副
知
事
は
じ
め
行
政
、
産
業
支
援
機
関
関
係

者
ら
多
数
の
来
賓
が
臨
席
。
業
界
の
発
展
に
尽
力

し
た
組
合
や
役
職
員
、
永
年
勤
続
従
業
員
ら
を
祝

っ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
佐
野
会
長
は
、

「
長
年
に
わ
た
り
、
企
業
や
組
合
、
さ
ら
に
は

地
域
経
済
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
改
め
て

敬
意
を
表
し
た
い
。
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
か
つ

て
な
い
程
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
こ
う
し
た
時

こ
そ
、
皆
様
の
よ
う
な
優
秀
な
人
材
を
育
て
る
努

力
が
必
要
だ
。
こ
の
受
賞
を
契
機
に
、
一
層
の
ご

精
進
ご
活
躍
を
期
待
す
る
」と
受
賞
者
を
称
え
た
。

式
典
で
は
、
県
知
事
表
彰
・
褒
賞
に
七
名
、
六

組
合
が
受
賞
。
ま
た
、
県
中
央
会
会
長
表
彰
と
し

て
組
合
職
員
九
名
、
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰

の
一
五
年
勤
続
の
部
一
一
一
名
、
二
五
年
以
上
勤

続
の
部
四
七
名
が
そ
れ
ぞ
れ
栄
に
浴
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
赤
帽
静
岡
県
軽
自
動
車
運

送
協
同
組
合
の
稲
井
弘
理
事
長
が
謝
辞
を
述
べ
た

あ
と
、
岩
本
俊
也
静
岡
労
働
局
長
、
花
森
憲
一
県

副
知
事
よ
り
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。

表
彰
終
了
後
は
、
静
岡
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
受
賞
者
を
祝

っ
た
。

受
賞
者
・
受
賞
組
合
は
以
下
の
通
り
。（
敬
称
略
）

六
組
合
一
七
四
人
が

栄
え
あ
る
受
賞

平
成
二

年
度

表
彰
式
典

▲受賞者を代表して赤帽静岡県軽自動車運送（協）
の稲井弘理事長が謝辞を述べた。

▲永年勤続優良従業員を代表して6人が壇上にたった。
左から、25年勤続従業員の大石晴美さん、角皆晋也さん、石井文雄
さん、15年勤続従業員の森田芳行さん、岡本勝さん、額賀明彦さん　

▲静岡フィルハーモニー管弦楽団によるミニコン
サートで受賞者を祝った。
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15 中小企業静岡 2009.3

掛
川
工
業
団
地
協
同
組
合

□
産
業
振
興
知
事
褒
章
（
組
合
功
労
者
）

横
山
辰
雄
　
下
田
青
果
商
協
同
組
合
監
事（
元
理
事
長
）

名
波
　
孝
　
静
岡
市
学
校
給
食
配
送
協
同
組
合
理
事
長

石
山
榮
一
　
菊
川
駅
南
新
町
商
店
街
協
同
組
合
理
事
長

鳥
山
勝
也
　
浜
北
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合
理
事
長

□
組
合
優
良
職
員

村
山
　
茂
　
伊
東
商
業
協
同
組
合
専
務
理
事

嶋
田
修
治
　
岳
南
第
一
製
紙
協
同
組
合
常
務
理
事
・
工
場
長

井
出
ス
エ
子

富
士
市
水
道
指
定
工
事
店
協
同
組
合
事
務
長

又
平
義
和
　
静
岡
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
参
与
兼
企
画
課
長

小
長
井
義
友

清
水
港
木
材
産
業
協
同
組
合
総
務
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

由
井
吉
一
　
静
岡
県
石
油
業
協
同
組
合
事
務
局
次
長

林
原
恵
子
　
ス
ズ
キ
協
力
協
同
組
合

佐
藤
冨
美
子

浜
松
料
理
協
同
組
合

三
原
邦
彦
　
天
竜
木
材
産
地
協
同
組
合
事
務
局
長

□
永
年
勤
続
優
良
従
業
員

・
勤
続
一
五
年
以
上
の
部
一
一
一
名

・
勤
続
二
五
年
以
上
の
部

四
七
名

知
事
表
彰
　
産
業
振
興
功
労
表
彰

産
業
振
興
知
事
褒
章
　
優
良
組
合

産
業
振
興
知
事
褒
章
　
組
合
功
労
者

中
央
会
会
長
表
彰
　
組
合
優
良
職
員

左
か
ら
、
稲
井
弘
氏
、
片
瀬
勝
氏
、
鈴
木
宏
氏

▲

左
か
ら
、
御
殿
場
市
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業（
協
）、（
協

業
）御
殿
場
・
小
山
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
静
岡

県
溶
接
工
業（
協
）、
静
岡
県
消
防
設
備
保
守
点
検（
協
）、

静
岡
県
造
園
事
業（
協
連
）、
掛
川
工
業
団
地（
協
）

▲

左
か
ら
、
横
山
辰
雄
氏
、
名
波
孝
氏
、
石
山
榮
一
氏
、

鳥
山
勝
也
氏

▲

左
か
ら
、
村
山
茂
氏
、
嶋
田
修
治
氏
、
井
出
ス
エ
子
氏
、

又
平
義
和
氏
、
小
長
井
義
友
氏
、
由
井
吉
一
氏
、
林
原

恵
子
氏
、
佐
藤
冨
美
子
氏
、
三
原
邦
彦
氏

▲

□
知
事
表
彰
　
産
業
振
興
功
労
表
彰

稲
井
　
弘
　
赤
帽
静
岡
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合
理
事
長

片
瀬
　
勝
　
静
岡
県
電
機
商
業
組
合
理
事
長

鈴
木
　
宏
　
静
岡
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
理
事
長

□
産
業
振
興
知
事
褒
章
（
優
良
組
合
）

御
殿
場
市
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
協
同
組
合

協
業
組
合
御
殿
場
・
小
山
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

静
岡
県
溶
接
工
業
協
同
組
合

静
岡
県
消
防
設
備
保
守
点
検
協
同
組
合

静
岡
県
造
園
事
業
協
同
組
合
連
合
会

T O IP C S

21年03月号_P01-24  09.3.2 16:43  ページ 15



16中小企業静岡 2009.3

財形転貸融資制度で社内住宅融資制度を 

ライフサポートセンターしずおか 

１.８０ 　３

① 事業主・事業協同組合が財形住宅金融㈱（福利厚生会社）に出資していること。 
　　　 （これからご利用の場合は、従業員数に応じて出資していただきます。 
　　　  ※出資金は750千円から3,750千円まで 
②  財形貯蓄を積立していること。（どこの金融機関等でもかまいません。） 

２００９
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17 中小企業静岡 2009.3

事
務
局

静岡県塗装看板業協同組合

事務局府川郁子さん

設
立
か
ら
事
務
局
担
う

”後
方
支
援
“で
組
合
員
盛
り
立
て
る

組合活性化情報

能
検
定
の
運
営
や
実
技
、
学
科
な
ど
講

習
会
の
実
施
。
そ
の
事
務
を
ひ
と
り
で

取
り
仕
切
る
。

「
一
所
懸
命
に
取
り
組
む
若
者
の
姿
は
、

と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。
受
験
者
が

力
を
全
て
出
せ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え

る
の
も
役
目
」
と
検
定
当
日
は
、
自
ら

も
作
業
服
を
着
て
、
教
材
用
の
部
材
運

び
や
試
験
監
督
の
補
助
と
終
日
、
会
場

を
飛
び
回
る
。

法
人
化
を
果
た
し
一
〇
年
。
こ
の
間
、

後
継
者
難
な
ど
か
ら
、
組
合
を
去
る
組

合
員
を
多
く
目
に
し
て
き
た
。

「
組
合
員
が
や
め
て
い
く
の
を
見
る
の

は
本
当
に
つ
ら
い
」
と
嘆
息
す
る
一
方
、

「
独
立
開
業
な
ど
で
、
新
た
に
組
合
に
加

わ
る
若
手
も
毎
年
い
る
の
で
心
強
い
」

と
喜
色
を
浮
か
べ
る
。

「
組
合
員
の

後
方
支
援

が
組
合
の

役
割
。
そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。
組

合
員
あ
っ
て
の
事
務
局
」
と
常
に
心
が

け
事
務
を
執
る
。

二
〇
年
近
く
前
に
始
め
た
山
登
り
。

「
月
に
二
、
三
回
。
山
歩
き
に
毛
が
生

え
た
程
度
」
と
控
え
め
だ
が
、
手
に
ピ

ッ
ケ
ル
、
靴
に
は
ア
イ
ゼ
ン
と
い
う
出

で
立
ち
で
、
残
雪
の
日
本
ア
ル
プ
ス
完

全
踏
破
が
夢
と
い
う

本
格
派

だ
。

「
夏
山
で
見
る
満
天
の
天
の
川
に
無
数

の
流
れ
星
、
雪
を
抱
い
た
冬
山
の
圧
倒

感
。
登
っ
て
い
る
最
中
は
、
辛
く
て
こ

れ
が
最
後
、
と
い
つ
も
思
う
の
で
す
が
、

下
山
す
る
と
き
は
、
も
う
次
に
登
る
山

の
こ
と
を
考
え
ち
ゃ
い
ま
す
ね
」。 “

”

“

”

県
内
の
塗
装
看
板
業
者
で
組
織
す
る

任
意
組
合
の
事
務
局
に
入
っ
た
の
は
平

成
九
年
。
入
っ
て
間
も
な
く
、
長
年
の
懸

案
だ
っ
た
法
人
化
構
想
が
具
体
化
し
た
。

設
立
同
意
者
は
四
六
五
人
。
こ
の
二

〇
年
間
に
県
内
で
誕
生
し
た
四
五
〇
を

超
え
る
組
合
の
中
で
二
番
目
に
あ
た
る

規
模
だ
。

「
任
意
組
合
と
法
人
と
の
違
い
も
よ
く

分
か
ら
な
い
ま
ま
、
書
類
づ
く
り
を
お

手
伝
い
し
ま
し
た
が
、
印
鑑
の
多
さ
に

び
っ
く
り
。
五
〇
〇
近
い
事
業
所
か
ら

払
い
込
ま
れ
る
出
資
金
の
管
理
に
も
細

心
の
注
意
を
払
い
ま
し
た
」
と
組
合
の

誕
生
当
時
を
振
り
返
る
。

組
合
事
業
の
柱
は
、
県
職
業
能
力
開

発
協
会
か
ら
委
託
を
受
け
実
施
す
る
技

調査対象となる９項目のうち、在庫数量が前年同
月を下回る結果となった。他の８項目は、依然厳し
い状況で、近年で最も高い悪化傾向を示した。
前月の値との比較でも在庫数量を除く８項目で、
悪化幅が拡大。世界的な不況による製造業の減産や
雇用調整、個人消費の減退を原因に売上が減少し、
同時に企業収益が悪化。中小企業の景況は、大幅に
減退している。

・・・対象17業種より抜粋
［印　刷］静岡市
10月頃より月を追って売上が減少。企業は無駄を省き必死で
売上を伸ばそうとしている。業界全体が相当痛んできた。
［鉄鋼･金属］湖西市
年明け、期待に反し発注は回復せず。設備投資的な仕事に携
わっている企業は、特に世界的な不況のあおりを受けている。
［一般機器］富士市
３次４次下請は仕事量が激減。不況業種では週休４日という
ところ。生産の３割減はよい方で、５割６割といった話もある。

［建　設］藤枝市
公共工事を主としている事業所では、完成検査の遅れなどに
より工事代金の入金がなく、人件費、材料費を借り入れに委ね
ることも。資金繰りに厳しい状況が見られる。
［運　輸］静岡市
自動車関連事業の大幅な生産減少により、一般貨物において
も輸送物量が激減し稼働率が大きく低下している。

※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

＋0.1以上･･･ ± 0.0･･･ ～－20.0･･･ －20.0 ～･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

概　況

業界の声

H21.01

-72.5

-8.2

-49.4

-43.7

-80.5

-62.1

-59.0

-39.1

-81.6

H20.12 H21.1

DI値の推移

景況ウォッチ （21年1月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。
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「

ゴ
ム

の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
を
逆
手
に
と
っ
た
商
品
を

開
発
し
た
か
っ
た
」。

三
二
歳
の
若
き
社
長
の
こ
と
ば
か
ら
は
、
徹
底
し
た

ゴ
ム

へ
の
こ
だ
わ
り
と
愛
着
が
伝
わ
る
。

掛
川
市
内
の
工
業
団
地
に
本
社
を
置
く
㈱
ゴ
ム
Ｑ
は

昭
和
五
一
年
、
現
会
長
で
あ
る
先
代
社
長
が
創
業
し
た

工
業
用
ゴ
ム
製
品
メ
ー
カ
ー
。
自
動
車
な
ど
に
使
わ
れ
る

ゴ
ム
製
品
の
製
造
を
手
が
け
、
業
績
を
上
げ
て
き
た
。

先
代
が「
変
化
の
激
し
い
時
代
こ
そ
、新
た
な
感
性
が
必

要
」と
鈴
木
利
明
現
社
長
に
そ
の
座
を
譲
っ
た
の
は
、平
成

一
五
年
の
こ
と
。
当
時
二
六
歳
の
青
年
社
長
は
、「
最
初
の

三
年
で
本
業
の
工
業
用
ゴ
ム
製
品
の
売
上
を
倍
に
す
る
。

そ
れ
が
実
現
で
き
た
ら
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
存
分
や

ら
せ
て
も
ら
お
う
」と
い
う
ふ
た
つ
の
目
標
を
立
て
た
。

プ
ロ
野
球
選
手
を
目
指
し
、
実
業
団
で
プ
レ
ー
し
て
い

た
経
歴
を
も
つ
鈴
木
社
長
。
巨
人
軍
の
谷
選
手
と
は
同

期
生
だ
と
い
う
。

「
プ
ロ
候
補
生
が
ひ
し
め
く
実
業
団
で
は
、う
か
う
か
し

て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
振
り
落
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
比
べ
れ

“

”

“

”

東
京
の
雑
貨
量
販
店
で
の
販
売
や
大
手
事
務
用
品
カ

タ
ロ
グ
へ
の
採
用
も
決
ま
る
な
ど
、
破
格
と
も
言
え
る
評

価
を
得
た
。
こ
の
成
功
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
徹
底
し
た

現
場
の
声
を
生
か
し
た
商
品
づ
く
り
で
あ
る
。
と
く
に
、

県
立
こ
ど
も
病
院
の
協
力
を
得
て
臨
床
を
繰
り
返
し
、開

発
し
た
筆
記
具
の
持
ち
方
補
助
具

Ｑ
リ
ン
グ

は
、
使

う
側
の
視
点
に
立
っ
た
商
品
だ
。

「
従
来
の
補
助
具
は
、
指
で
つ
ま
む
こ
と
の
み
に
注
目
し

て
お
り
、手
指
の
発
達
が
未
熟
な
こ
ど
も
は
う
ま
く
使
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
障
害
を
も
つ
こ
ど
も
が
懸

命
に
鉛
筆
を
握
ろ
う
と
す
る
姿
を
見
て
、何
と
か
し
た
い

と
思
っ
た
」。

大
小
ふ
た
つ
の
リ
ン
グ
を
も
つ
Ｑ
リ
ン
グ
は
、大
き
い
リ
ン

グ
を
利
き
手
の
親
指
に
、
小
さ
い
リ
ン
グ
に
筆
記
具
を
装

着
す
る
こ
と
で
、親
指
、中
指
、そ
し
て
親
指
と
人
差
し
指

の
間
の
三
点
が
固
定
さ
れ
、う
ま
く
握
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
ス
プ
ー
ン
に
も
使
用
で
き
る
な
ど
汎
用
性
も
高
い
。

「
ゴ
ム
製
品
と
い
え
ば
、パ
ー
ツ
や
パ
ッ
キ
ン
な
ど
隠
れ
た

部
分
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
ん
な
目
立
た

な
い
存
在
に
光
を
当
て
、ゴ
ム
の
可
能
性
を
と
こ
と
ん
追

求
し
て
い
き
た
い
」。

青
年
社
長
の
溢
れ
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
こ
だ
わ
り
が
ゴ

ム
の
可
能
性
を
無
限
に
広
げ
る
。

“

”

ば
、
何
て
こ
と
な
い
」と
き
っ
ぱ
り
。

社
長
就
任
か
ら
三
年
後
、第
一
の
目
標
で
あ
る
本
業
の

売
上
倍
増
を
達
成
。
そ
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
の
開
発
だ
。
材
料
応
用
科
学
に
精
通
す
る
人
材

を
迎
え
、デ
ザ
イ
ナ
ー
を
ス
タ
ッ
フ
に
招
く
な
ど
、設
計
か

ら
製
造
・
検
査
・
販
売
ま
で
全
て
内
省
化
に
成
功
。
超
低

硬
度
の
特
殊
シ
リ
コ
ン
を
素
材
と
す
る

Q
sm
ile

（
キ
ュ

ー
ス
マ
イ
ル
）シ
リ
ー
ズ
が
誕
生
し
た
。

ダ
ン
ベ
ル
タ
イ
プ
や
ハ
ー
ト
型
、ダ
イ
ヤ
型
、だ
る
ま
型

な
ど
多
彩
な
デ
ザ
イ
ン
を
も
つ

Q
sm
ile

は
、
二
〇

〇
℃
の
高
温
か
ら

四
〇
℃
の
低
温
ま
で
耐
え
ら
れ
る

耐
久
性
や
液
体
に
近
い
柔
ら
か
さ
に
加
え
、一
二
色
を
超

え
る
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
食
品
衛
生
法
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
、
口
に
入
れ
て
も
無
害
な
安
全
性
を
備
え
た
。

「
握
る
だ
け
で
握
力
回
復
や
ツ
ボ
の
刺
激
な
ど
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
効
果
が
得
ら
れ
、
介
護
や
医
療
、ス
ポ
ー
ツ
、
健

康
増
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
効
果
が
期
待
で
き
る
」。

マイ
ナス

革新 
企業 

現
場
の
声
を
商
品
に

”ゴ
ム
“の
可
能
性
を
徹
底
的
に
追
求
。完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
誕
生

株
式
会
社
ゴ
ム
Ｑ
（
掛
川
市
）

●
所
在
地：

掛
川
市
国
安
２
４
―
８
　
　

℡
０
５
３
７
―
７
２
―
５
７
７
２

h
ttp
://g
o
m
u
q
.co
m
/

●
代
表
者：

鈴
木
利
明
代
表
取
締
役

●
所
　
属：

大
東
工
業
団
地
協
同
組
合
ほ
か

▲超低硬度の特殊シリコンを素材とする
“Qsmile”シリーズはダンベルやハート、
ダイヤ、だるまなど多彩なデザインをも
つ。“Qリング”（最下段）は、今年度の｢グ
ッドデザインしずおか｣を受賞した。

▲溢れるバイタリティとこだわりで
次々とヒット商品を生み出す鈴木
利明社長。

“
”

“
”
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企
業
の
「
生
命
保
険
」

思
い
も
寄
ら
ぬ
事
態

脳
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。

三
年
前
の
四
月
、
自
宅
で
倒

れ
意
識
を
な
く
し
た
私
は
、
救

急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
た
。
一

六
時
間
に
も
及
ぶ
手
術
を
経

て
、
奇
跡
的
に
一
命
を
取
り
留

め
た
。
く
も
膜
下
出
血
だ
っ
た
。

「
奇
跡
的
に
」と
い
っ
た
の
は
、い

く
つ
か
の
偶
然
が
私
を
死
の
淵
か

ら
救
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
自
宅
で
倒
れ
た
こ
と
。

も
し
外
出
時
や
通
勤
途
上
で
あ

れ
ば
、
短
時
間
で
適
切
な
手
当

て
を
受
け
ら
れ
た
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
。

二
つ
目
に
は
、異
変
に
い
ち
早

く
家
人
が
気
づ
き
、
迷
わ
ず
救

急
車
を
呼
ん
で
く
れ
た
こ
と
。
そ

の
機
転
に
救
わ
れ
た
。

そ
し
て
運
ば
れ
た
日
が
土
曜

日
の
深
夜
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
時
間
を
空
け
ず
に
専
門

の
医
師
が
自
宅
か
ら
病
院
に
駆

け
つ
け
適
切
な
処
置
を
し
て
く

れ
た
こ
と
。

こ
う
し
た
偶
然
の
積
み
重
ね

を
し
て
、私
は
今
こ
こ
に
い
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、肉
体
的
な
後

遺
症
も
な
く
、
ご
く
普
通
に
生

活
し
て
い
る
が
、こ
の
病
は
、
唯

一
、
私
の
人
生
か
ら
嗅
覚
を
奪

い
取
っ
た
。

嗅
覚
を
な
く
し
た
こ
と
で
、季

節
を
香
り
で
感
じ
る
よ
う
な
こ

と
は
で
き
な
く
な
っ
た
が
、そ
の

現
実
を
実
感
す
る
た
び
に
自
ら

の
戒
め
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

得
て
し
て
人
生
に
は
、幸
運
と

不
運
と
が
か
わ
る
が
わ
る
起
こ

る
も
の
だ
。
企
業
経
営
も
大
き

く
言
え
ば
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
人
生
も
経
営
も
、

幸
運
の
み
に
身
を
委
ね
て
前
に

進
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

企
業
の
危
機
管
理

経
営
者
に
お
話
を
伺
う
と
、会

社
の
存
亡
に
係
わ
る「
武
勇
伝
」

を
拝
聴
す
る
こ
と
が
あ
る
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
会
社
が
ダ
メ
に

な
る
」。
会
社
存
亡
の
淵
に
立
つ

緊
張
感
の
な
か
で
、経
営
者
は
策

を
考
え
、迷
い
に
迷
い
、意
を
決

し
て
断
を
下
す
…
。
経
験
談
が

先
に
進
む
に
つ
れ
、ま
さ
に
緊
迫

し
た
情
景
が
胸
を
突
い
て
く
る
。

企
業
経
営
に
は
、
私
が
経
験

し
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、そ
の

生
死
を
分
か
つ
よ
う
な
機
会
が

突
然
訪
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
先
ほ
ど
の
武
勇

伝
の
中
に
も
「
実
に
幸
運
だ
っ

た
」
と
述
懐
さ
れ
る
経
営
者
も

お
ら
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、経
営
者
が
従

前
か
ら
リ
ス
ク
を
想
定
し
、策
を

練
っ
て
い
た
こ
と
が
、
結
果
的
に

幸
運
を
引
き
寄
せ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。

平
時
に
有
事
の
対
策
を

あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
想
定
し

対
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
、

企
業
の
安
定
に
不
可
欠
な
要
素

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

リ
ス
ク
へ
の
備
え
に
は
、そ
れ

な
り
の
時
間
や
労
力
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト
を
要
す
る
。
今

の
利
益
に
直
結
し
な
い
こ
と
も

多
い
。

し
か
し
、リ
ス
ク
へ
の
対
策
は
、

人
間
で
言
え
ば
生
命
保
険
の
よ

う
な
も
の
で
、い
ざ
と
い
う
時
、

必
ず
役
に
立
つ
。
人
と
同
じ
く
、

健
全
な
時
に
こ
そ
、有
事
へ
の
対

策
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
お
き
た

い
も
の
だ
。

考
え
て
み
れ
ば
、経
営
者
の
周

辺
に
は
、経
済
そ
の
も
の
の
変
化

だ
け
で
な
く
、大
地
震
で
施
設
が

破
壊
さ
れ
、事
業
の
継
続
が
困
難

に
な
っ
た
り
、突
然
大
流
行
し
た

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
っ
て
多

く
の
従
業
員
が
就
業
不
能
に
な

る
…
等
々
、企
業
活
動
を
阻
害
す

る
脅
威
が
数
多
く
潜
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
綿
密

に
対
策
を
構
ず
る
こ
と
は
至
難

の
業
だ
。
し
か
し
、こ
う
し
た
こ

と
が
、
企
業
各
社
に
合
共
通
す

る
課
題
で
、
一
様
に
検
討
を
要

す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、例
え

ば
組
合
で
研
究
会
を
立
ち
上
げ

て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
こ

で
、
時
に
は
外
部
の
専
門
家
を

ま
じ
え
情
報
交
換
し
、
対
策
を

検
討
し
合
う
の
も
有
効
だ
。

思
い
も
寄
ら
な
い
事
態
は
い
つ

や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」を
手
に
し
て

い
る
か
ど
う
か
で
そ
の
後
の
経
営

は
大
き
く
変
わ
る
。
私
自
身
も

肝
に
銘
じ
る
と
こ
ろ
だ
。

指
導
員

現
場

の

か

ら

どなたでもお気軽にご利用いただける公共の宿。

ゆとりと
くつろぎの宿

高原の宿

〒410-2201 静岡県伊豆の国市古奈1133
TEL（055）948-1095（代）

〒417-0801 静岡県富士市大淵115
TEL（0545）35-2311（代）

〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町5-1 TEL（054）221-6250�　FAX（054）251-8326
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（
田
中
秀
）
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「春闘に関する要請」の指導と周知を

連合静岡の吉岡秀規会長、小塚則久副会長（中小
労働委員会委員長）ら４人が２月３日、本会に佐野
光治会長を訪ね、雇用安定・創出や派遣・請負労働
者の雇用契約解除等に関する改善などを求める
「2009春季生活闘争に関する要請書」を手渡し、本会
傘下の各団体・企業に以下の周知を要請した。
1.雇用安定・創出
労使の真摯な話し合いと協力による可能な限りの
雇用確保、雇用確保の有効な手段としてのワーク・
シェアリングの研究や実施の模索。新採用を見込む
企業の中途採用の前倒しなど雇用拡大や新採用情報
の提供。
2.派遣・請負労働者の雇用契約解除等に関する改善
派遣労働者の雇用契約解除が発生する場合は、

労働者派遣法に則った対応が厳格に行われるよう
指導や周知の徹底。やむを得ず契約解除を行う場
合も、住宅困窮者に陥らないよう、派遣元・派遣
先企業に対する人道的な観点から住宅の確保が得
られるような指導。
3.賃金の維持・改善
労使双方が賃金カーブを確認し、最大限その維

持に向けた努力とともに、その改定に際しては、
連合が集約した定期昇給相当額と年齢別ミニマム
額を参考に、物価上昇分に関する考え方も含め十
分な協議が行われるような指導。
4.非正規労働者の処遇改善
パート労働者を含む全従業員対象の企業内最低

賃金協定の締結、パート労働者の処遇改善に関す
る指導。更にパート労働者の適正な労働条件（労働
条件の明示、労働時間の適正な管理、有給休暇の
適正付与など）の確保や雇用及び社会保険の加入に
ついて、関係法規遵守によるトラブルを未然に防ぐ
ための指導の徹底。
5.法令遵守
労働関係法令で定
める労働契約締結及
び解除に関係する法
規に違反する場面が
多く見受けられるの
で、その改善に関す
る指導・周知。

【第２部】14：45～16：15

決め手は“不動の覚悟”と“賢い行動”

困難をも力に変え、人を魅了するビジネススタイルで成功する。
女性として、母として、そして経営者として、さ

まざまな苦難にぶつかりながらも、働くことをあ

きらめずに女性起業家として成功している飯田よ

うこさん。起業に必要なのは「覚悟と人との繋が

り」と語る現代を強く生きる女性起業家の豊富な

経験や、社会起業家を目指す今後の展望などをお

話しいただきます。

●飯田ようこさんシンシアスタイル㈱代表取締役

【第３部】16：30～17：30

交流会という名の“TEA PARTY”

参加者同士が交流するためのパーティです。情報

交換をしたり、仲間づくりをしたり、ネットワー

クを広げましょう。

【特別企画】

アオノミート＋静岡県立大学＋静岡市産学交流センター

理想のカラダ作りをはじめる「低GI食」。健康なカ

ラダ作りのための、ヘルシーな食生活を提案しま

す。産学共同で研究開発した、血糖値の上がりに

くい献立をみなさんに紹介します。

《お申込み》SOHOしずおか

ファックス、Eメール、ホームページのいずれかで

お申込みください。

■会　場：ぺガサートビル６階

静岡市葵区御幸町３-21

TEL：054-275-1655

■定　員：100名（定員になり次第、締め切らせて

いただきます。）

■F A X：054-653-8801

■E-mail：info@soho-shizuoka.gr.jp

■http://www.soho-shizuoka.gr.jp/shizuoka

《一時保育の申込み（有料・定員あり）》

NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか

■T E L：054-248-7401

受付時間：平日９：00～17：00

※１人につき500円となります。

※満１歳児から未就学児までお預かりします。

※定員になり次第、締め切らせていただきます。
▲吉岡連合会長（左）から佐野会長に要望書が
手渡された。
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産学共同研究成果発表会
～地域の課題を解決する～

第4回静岡発！女性ビジネスフォーラム
世の中のどこにもないサービスが社会を変える

静岡市産学交流センターでは、地域の産業が抱

える身近な課題について、大学と企業とが共同で

取り組む「地域課題に係る産学共同研究」の委託

事業を公募、平成20年７月より８ヶ月をかけて研

究を行って参りました。

それらの研究を多くの方々に知っていただき、

その結果を広く活用していただきたく、このたび

成果発表会を開催いたします。静岡市地域のビジ

ネスに深く係った研究テーマばかりです。多くの

皆様のご来場をお待ちしております。

【第１部産学共同研究成果発表会13：30～16：40】

●『GABA茶と自律神経活動に関する研究』

…GABA茶の抗ストレス・リラックス効果など

●『三保地下海水を利用した

鮑の陸上養殖の餌の開発』

…食品廃棄物を再活用した、新たなるアワビの

エサ

●『新規な余剰汚泥減容化システムの

開発と事業性調査』

…産業廃棄物（余剰汚泥）の削減システム

●『植物の光合成量測定装置の製品化』

…CO2を精密に測定できる装置

●『ペルチェ素子とスパイラルヒートシンク

による新しい冷暖房システムの開発研究』

…地球環境に優しいトラック用冷暖房

●『中心商店街の愛着度に関する研究』

…魅力ある商店街とは？紺屋町商店街の取組み

【第２部交流会16：45～18：00】

産学共同研究から生まれた開発品の展示も行いま

す。これら関係者との情報交換と交流に、ぜひご

参加ください。

《開催概要》

■日　　時 平成21年３月17日（火）

13：30～18：00（開場13：00）

■会　　場 B-nest静岡市産学交流センター

６階プレゼンテーションルーム

（静岡市葵区御幸町３-21ぺガサート６階）

■募集人員 70名（定員になり次第終了）

■参 加 費 無料

■お申込み方法

FAXまたはメールで静岡市産学交流センターまで

お送りください。

（参加申込書は下記のホームページからダウンロー

ドできます）

■主　　催 B-nest静岡市産学交流センター

■お申込み・お問合せ先

B-nest静岡市産学交流センター

〒420-0857

静岡市葵区御幸町３-21 ぺガサート６・７階

TEL：054-275-1655 FAX：054-275-1656

http://www.hanjyou.jp

e-mail：info@hanjyou.jp

女性とビジネスをテーマに開催する「女性ビジ

ネスフォーラム」。今回は、若き社会起業家、女性

起業家に、新しい価値をうみだすビジネスを始め

た着眼点や経緯、その挑戦を伺います。誰にでも

あるチャンスを活かした起業への可能性を切り拓

きます。

■日　　時 平成21年３月21日（土）

13：30～17：30（受付12：30）

■場　　所 B-nest静岡市産学交流センター

（ぺガサート６階）

■参 加 費 無料

【第１部】13：00～14：30

働く女性を応援したい

仕事か子育て、二者択一時代を終わらせる。

国や行政、企業が手を出せなかった病児保育とい

う領域をカバーして社会起業家として活躍する駒

崎弘樹さんのお話を伺います。社会問題を解決す

る仕事を創り出す可能性は一人ひとりの足元にあ

ります。主体的な社会との関わりから、ビジネス

チャンスがうまれます。

聞き手：橋本恵子さんWin-Winプロジェクト代表

●駒崎弘樹さん NPO法人フローレンス代表
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寸又峡美女づくりの湯観光事業協同組合

自然環境を活かし
日本一清楚な温泉保養地に

く み あ い 百 景

出
す
温
泉
は
、
硫
化
水
素
系
単
純
硫
黄

泉
で
、
湯
上
り
肌
が

つ
る
つ
る

す
べ
す
べ

す
る
美
肌
効
果
か
ら

「
美
女
づ
く
り
の
湯
」
と
呼
ば
れ
、
多

く
の
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

開
湯
当
時
、
旅
館
業
者
は
「
旅
館
組

合
」、
飲
食
店
・
土
産
物
店
は
「
商
店

発
展
会
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
任

意
組
織
を
立
ち
上
げ
、
誘
客
活
動
を
展

開
し
て
き
た
。

し
か
し
平
成
に
入
り
、
不
況
の
長
期

化
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
、
後
継
者
問

題
な
ど
も
重
な
り
、
地
域
が
一
体
と
な

り
観
光
活
性
化
に
取
組
む
べ
き
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
平
成
一
二
年
四
月
、
こ
の
二

つ
の
組
織
を
母
体
に
、
旅
館
・
飲
食

店
・
土
産
物
店
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、

“

”

“

”

南
ア
ル
プ
ス
の
深
い
山
々
に
囲
ま
れ

た
寸
又
峡
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の

水
面
に
か
か
る
夢
の
つ
り
橋
。
新
緑
や

紅
葉
の
季
節
に
は
、
一
際
美
し
い
表
情

を
見
せ
る
渓
谷
の
数
々
。「
二
一
世
紀

に
残
し
た
い
日
本
の
自
然
一
○
○
選
」

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
無
垢
の
自
然
に
溢

れ
る
わ
が
国
有
数
の
景
勝
地
で
あ
る
。

寸
又
峡
ま
で
は
、
Ｓ
Ｌ
列
車
で
有
名

な
大
井
川
鉄
道
に
揺
ら
れ
、
行
く
こ
と

が
で
き
る
。
金
谷
か
ら
終
点
の
千
頭
ま

で
お
よ
そ
七
五
分
、
そ
こ
で
バ
ス
に
乗

り
換
え
四
○
分
程
で
到
着
す
る
。
自
家

用
車
を
利
用
す
れ
ば
、
金
谷
か
ら
一
時

間
半
程
で
行
く
こ
と
も
で
き
る
。

昭
和
三
七
年
に
源
泉
開
発
が
行
わ

れ
、
温
泉
観
光
地
と
し
て
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
。
南
ア
ル
プ
ス
の
麓
か
ら
湧
き

寸
又
峡
温
泉
の
全
事
業
者
三
○
名
が
ス

ク
ラ
ム
を
組
み
組
合
を
設
立
し
た
。

「
地
域
が
結
束
し
共
通
の
目
標
に
向
か

う
こ
と
で
、
積
極
的
な
誘
客
活
動
が
展

開
で
き
る
。
法
人
化
で
組
織
運
営
も
公

明
正
大
に
な
り
信
用
力
・
発
言
力
も
強

化
で
き
る
」。
設
立
発
起
人
も
努
め
た

望
月
理
事
長
は
述
懐
す
る
。

組
合
は
、
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
多

彩
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
、
積
極
的

な
誘
客
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
誘
客
活
動
を
行
う
上
で
、
寸
又
峡
の

良
さ
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大

事
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
定
め
、
そ

れ
に
基
づ
き
組
合
員
が
一
丸
と
な
り
魅

力
あ
る
温
泉
地
づ
く
り
に
取
組
む
姿
勢

が
必
要
」
と
理
事
長
は
コ
ン
セ
プ
ト
づ

く
り
の
意
義
を
説
く
。

設
立
三
年
目
を
迎
え
た
平
成
一
四

年
。
寸
又
峡
温
泉
は
開
湯
四
○
周
年
を

迎
え
た
。
記
念
す
べ
き
こ
の
年
、
コ
ン

セ
プ
ト
を
「
日
本
一
清
楚
な
温
泉
保
養

地
づ
く
り
」
に
決
定
し
た
。

同
温
泉
で
は
、
開
湯
当
初
か
ら
、
①

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
つ
け
な
い
②
山
へ
の

立
て
看
板
を
つ
け
な
い
③
地
元
に
芸
者

や
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
置
か
な
い
。
以
上
の

三
大
原
則
を
作
成
し
統
一
し
た
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
に
取
組
ん
で
き
た
。
明
確
な

無
垢
の
自
然
に
溢
れ
る

▲美しい渓谷美に囲まれた寸又峡温泉の入り口。

湯
上
り
肌
が
”つ
る
つ
る
“

”す
べ
す
べ
“の
町
営
露
天
風

呂「
美
女
づ
く
り
の
湯
」。

t

t

住　所 〒428-0411
榛原郡川根本町千頭270番地の3

理事長 望月静馬
組合員 21人
設　立 平成12年4月
T E L 0547-59-1011
F A X 0547-59-1012
U R L http://www.sumatakyo-spa.com

コ
ン
セ
プ
ト
と
三
大
原
則

地
域
全
体
で
ス
ク
ラ
ム
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る

パ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク

を
六
年
間

続
け
て
き
た
が
、
補
助
金
の
打
ち
切
り

な
ど
で
、
昨
年
止
む
無
く
中
止
。
当
地

域
は
観
光
産
業
が
根
幹
で
あ
る
の
で
、

官
民
一
体
で
事
業
継
続
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
」
理
事
長
は
強
調
す
る
。

今
年
三
月
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、

南
ア
ル
プ
ス
・
奥
大
井
の
歴
史
や
文

化
、
自
然
を
伝
え
る
拠
点
「
南
ア
ル
プ

ス
山
岳
図
書
館
」
を
開
館
さ
せ
る
。

「
南
ア
ル
プ
ス
・
奥
大
井
は
本
州
で

唯
一
環
境
省
の
原
生
自
然
環
境
保
全
地

域
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
遺
産
に

匹
敵
す
る
自
然
環
境
が
残
る
。
こ
の
自

然
を
守
り
、
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
、
寸
又
峡
の
魅
力
を
世
界
に
向
け

発
信
し
て
い
き
た
い
」。
理
事
長
は
、

富
士
山
静
岡
空
港
開
港
も
視
野
に
入

れ
、
誘
客
増
へ
積
極
的
な
取
組
み
を
続

け
る
。

“

”

コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
た
こ
と
で
、
更
に

こ
の
原
則
を
堅
持
し
、「
天
狗
ま
つ
り
」

「
和
紙
の
あ
か
り
展
」「
温
泉
感
謝
祭
」

「
民
話
の
語
り
部
」
な
ど
、
伝
統
的
・
幻

想
的
イ
ベ
ン
ト
を
工
夫
を
凝
ら
し
実
施
し

て
い
く
こ
と
で
、
日
常
生
活
の
喧
騒
を
忘

れ
、
落
ち
着
い
た
静
か
な
時
間
を
過
ご

せ
る
保
養
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

組
合
は
寸
又
峡
温
泉
へ
の
誘
客
を
図

る
た
め
、
施
設
面
の
運
営
・
整
備
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。

温
泉
内
に
あ
る
町
営
露
天
風
呂
「
美

女
づ
く
り
の
湯
」
の
運
営
管
理
も
組
合

が
行
う
。
町
営
露
天
風
呂
を
含
め
組
合

員
の
温
泉
施
設
三
箇
所
が
利
用
で
き
る

「
湯
楽
戯
（
ゆ
ら
ぎ
）
手
形
」
を
販
売

し
、
観
光
客
に
多
彩
な
温
泉
利
用
を
提

供
し
て
い
る
。

ま
た
、
駐
車
場
施
設
の
運
営
管
理
も

シ
ー
ズ
ン
に
は
重
要
な
仕
事
と
な
る
。

「
渋
滞
解
消
や
観
光
客
が
安
心
し
て
歩

け
る
よ
う
に
、
車
両
乗
入
れ
を
規
制
す

組合活性化情報

山
岳
図
書
館
を
開
館

▲「寸又峡の魅力を世界に向け発
信したい」と望月理事長。

▼3月20日に竣工式を迎える「南アルプス山岳図書館」。
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読者プラザ 

私は小学生の頃から続けているスポーツがあり

ます。

それは、サッカーです。

今では月に何度かボールを触る程度になりまし

たが、中･高生の頃は地元の女子チームや県選抜と

して毎日のように練習に励んできました。

試合に勝って皆で喜びを分かち合ったこと、全

国大会の決勝で負けて流した悔し涙などいろいろ

な思い出が今も鮮明に思い出されます。

そんな生活の中で私は、サッカーの技術はもち

ろんのこと、礼儀や忍耐力や協調性、そして何よ

り継続することの大切さを学びました。

縁あって中央会に入会し、昨年12月には職員と

して正式に辞令をいただきました。

サッカー生活の中で学んだことを忘れずこれか

らも仕事に励みたいと思っています。

継続は力なり

中央会 業務管理課

中島 優希

●発行人／静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511 FAX／054-255-0673

東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511 FAX／055-963-8307

西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195 FAX／053-453-2198
●中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
3月号（通巻664号）

新設組合紹介 

組合員は、旧大井川町発注の一般廃棄物収集

運搬業務を請負う収集運搬業者4社。

合併後の新焼津市が21年度に発注する旧大

井川町地域等の家庭系一般廃棄物（可燃ごみ）処

理の共同受注を目標に掲げ、設立を果たした。

組合は、市の発注する収集運搬業務を一括受

注し、組合員に配分。組合による当該業務の一

元管理により、地域間で隔たりのない質の高い

サービスを継続的に提供していく。

加えて、日常業務で使用する資材などの一括

購入を通じたコスト削減や組合員およびその従

業員の資質の向上を目的とした教育情報事業、

同業者間の団結力を増すための福利厚生事業な

ど、組織化のメリットをフルに活かした事業を

展開。行政サービスの一端を担う当該業務の更

なる質の向上と安定を目指した事業実施体制の

確立を図る構えだ。

市が発注する家庭系一般廃棄物の
収集運搬業務を共同受注
大井川環境協同組合

焼津市

渡辺 一文理事長

“ゴム”へのこだわりとその可能性を追求し、

新感覚のオリジナル商品を次々と生み出すのが、

今月の「革新企業」で取材した㈱ゴムＱ。

鈴木利明社長は、巨人軍で活躍する谷選手と

実業団で同期生だったというスポーツマン。

その鈴木社長が率先して取り組むのが、事大主

義に陥らない気風づくりだ。

「たとえば“Ａ”と“Ｂ”のどちらかを商品化

したいとき、従業員が『本当は“Ａ”にしたいけ

ど、社長が“Ｂ”と言うから』という雰囲気

は絶対につくりたくない。そのためには、普段

から立場にとらわれず闊達に意見を言える土壌

がなければダメ」と力を込める。

「モノが売れない時代を生き残るためには、企

画力が絶対に必要。それは取りも直さず“人”」。

プロ野球選手になる夢は果たせなかったが、社

員という“チームメイト”とともに、新たな夢を

目指す若き社長は“ゴム”のように柔軟だ。（住川）
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